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ま　え　が　き

　この教育要項は、歯学部専門科目の授業を受ける学生諸君に、平成24年度４月以降

に行われる予定の専門教育科目を示し、それら授業計画および授業内容の概要を知ら

せるためのものです。加えて、学生周知事項、歯学科履修規則、試験規則、単位取得

及び進級判定基準を掲載してあります。

　学生諸君が、本学における歯学教育の内容を把握すると共に、充実した履修が行え

るよう本要項を有意義に活用されることを希望します。

　モジュール情報、ユニット情報欄に必要自習時間数を示しました。各モジュールの

学習目標と到達目標を達成するためには、学部の授業を出席するだけでは不充分であ

り、自学自習によって、自己の知識・技術を高める努力を惜しまないで下さい。

　　平成24年４月

歯学部歯学科教育委員会



東京医科歯科大学歯学部歯学科教育の基本的理念

　豊かな人間性を有し、使命感をもって全人的な歯科医療を実践し、国民の健康の維持・増進に

寄与するとともに、国際的視野から歯科医学・歯科医療の向上に貢献できる指導者を育成する。

（指導者：歯科界の発展のために、いかなる分野においても牽引力をもって指導的役割を果たす

ことのできる人材）

一般教育目標

１）幅広い教養を身につけ、歯科医師としての豊かな人間性を培う。

２）基本的な科学原理と概念を理解し、生命科学の知識を修得する。

３）科学的探究心をもち、自ら問題を発見し、解決する能力を身につける。

４）全身の常態と病態を理解した上で、口腔・頭蓋・顎・顔面領域の疾患の予防、診断、治療に

関する知識および基本的技術を修得する。

５）社会における歯科医学・医療の役割とその重要性を理解する。



歯学部長あいさつ

歯学部長　田　上　順　次
　歯学科に進級した皆さん、おめでとう。いよいよ専門教育が本格的に始まります。ここに24年
度の歯学科のシラバスをお届けします。各科目の内容がわかるようになっていますが、皆さんが
この中から受講科目を選択するということはほとんどありません。皆さんが歯科医師として、歯
科医学研究者として活躍するために必要な内容です。皆さんの指導にあたる先生たちが、自分た
ちが学生のときに感じたこと、卒業して教育を担当する中で感じてきたこと、国際的に見て本学
歯学部の専門教育はどうあるべきか、これから歯科医師となる諸君のために何が必要か、そうい
うことを考えながら作られたカリキュラムです。
　歯学科では平成23年度入学生より医歯学融合教育カリキュラムを実施しています。医学科学生
と合同で授業を受ける科目が各学年にあります。これによって歯学科専門科目も従来以上に充実
し、皆さんが卒業後に歯科医療人、歯科医学者としてリーダーシップを発揮し、歯科界の発展に
貢献してゆくための根幹が形成されます。
　1年次は「歯学入門」だけが専門科目で、ほぼ1年間は教養科目でしたが、2年次からは湯島キ
ャンパスでの専門科目と医歯学融合教育科目が本格的に開始されます。また、3年次学生も2年間
の教養部での勉強を修了し、本格的な専門科目が開始されます。新旧２つのカリキュラムが並行
しますが、どちらも本学歯学科の教育理念、教育目標は変わりません。基礎と臨床の統合型講義
と実習、歯科医療に必要な臨床医学が中心の専門科目のカリキュラムは、細分化された科目の講
義や実習の形態ではなく、モジュール制という大きな枠組みの中で履修します。かつての専門科
目ごとの縦割りの教育から、他の科目との関連も含めた、より包括的な知識の必要性から生まれ
たシステムです。
　PBL、チュートリアルといった学習形式は既に諸君は訓練を受けていると思いますが、これか
らは歯科医学を学ぶために、こうした手法を多くのモジュールで利用してもらうことになります。
3年次から5年次までの学生が学年を超えて興味のある内容を学べる学年混合選択セミナー、歯科
に関するトピックを基礎と臨床の両面から同時に学べる課題統合セミナーなども特徴的なモジュ
ールです。また、４年次に行う研究(体験)実習は自分の興味の持てる基礎あるいは臨床の研究分
野での研究活動の入門編です。この実習は大学内および学外を含めて最長4ヶ月間行うことも可
能です。全ては諸君の意向によるものです。すばらしい研究成果を挙げて、外国や国内の学会で
発表する機会も提供されることがあります。5年次後期から開始する包括臨床実習は、本学歯学
科の最大の特徴であり、最終学年の11月まで続きます。診療参加型の臨床実習を約1年間行いま
すので、臨床家として技術と知識の研鑚の場となります。出来るだけ多くの患者さんに積極的に
接し、コミュニケーション、包括歯科医療の理論と実践を身につけて下さい。
　本学歯学部は学生数に対して非常に多くの教員がいます。多くの教員が自らの研究の専門分野
で国際的にもリーダーシップのとれる研究者でもあり、患者さんから信頼と尊敬を集める臨床家
でもあります。このようなすばらしい先生方を目標として、将来はさらに自らが臨床家として、
あるいは研究者として飛躍できるよう充実した学生生活にして下さい。
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正　モジュール・コーディネーター 副　モジュール・コーディネーター

二孝木荒門入学歯１Ｄ＊

一俊田柴、登雅羅泰、子祥関井郎吉野高能機と造構の体人２Ｄ＊

一健波礪朗志木俣者療医と者患２Ｄ＊

幸好木々佐子陽口川境環と会社２Ｄ＊

之摩多村篠育男　田森盤基的子分の命生２Ｄ＊

子郁尾森介俊口水育教盤基学歯医２Ｄ＊

一俊田柴子祥 関井礎基・部頸頭２Ｄ＊

正　モジュール・コーディネーター 副　モジュール・コーディネーター

 子陽口川 子郁尾森習演題課合総３Ｄ

 朗志木俣門入療医科歯３Ｄ

之摩多村篠育男　田森能機の胞細と盤基的子分の命生３Ｄ

登雅羅泰、子祥関井郎吉野高能機と造構の体人３Ｄ

明　福豊、子郁尾森、一聖木鈴、三全輪三亨　林倉ーナミセ択選合混年学５Ｄ－３Ｄ

香由田隅史卓野小ーナミセ合統題課５Ｄ－３Ｄ

Ｄ３ 感染と生体防御 東　みゆき 中川一路

弘基尾宇料材体生３Ｄ

啓　本坂朗　口山理病３Ｄ

Ｄ３ 臨床体験実習１ 新田　浩

亨　林倉、子陽口川一啓谷大礎基療医科歯４Ｄ

路一川中、子祥関井史卓野小習実験体究研４Ｄ

之雅島秀博淳下木２習実験体床臨４Ｄ

明芳野小司啓山森達発・成育合咬４Ｄ

一恵田吉、治英田池、幸昌槻大之宏浦三患疾髄歯と蝕う４Ｄ

Ｄ４ 咬合回復Ⅰ 五十嵐順正 水口俊介

蔵大田岡介俊口水Ⅱ復回合咬５Ｄ

久　辺渡一雄泉和病周歯５Ｄ

Ｄ５ 臨床情報処理 佐々木好幸 　

光　谷長小久治山深療治科歯と身全５Ｄ

聡　口山、之浩田原健　村小療医腔口顎５Ｄ

之雅島秀、茂　田小二孝木荒習実床臨括包６Ｄ－５Ｄ

平成24年度　歯学部歯学科専門科目モジュール・コーディネーター　一覧

＊平成２３年度以降歯学科入学生

平成２２年度以前歯学科入学生
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歯科医師国家試験について

　歯科医師になろうとする者は、厚生労働大臣の行う歯科医師国家試験に合格し、歯科医師の免許を受けなければな

らない。

　歯科医師国家試験は臨床上必要な歯科医学及び口腔衛生に関して歯科医師として具有すべき知識及び技能について

毎年厚生労働大臣が行う。

〔受験資格及び受験手続について〕

　（受　験　資　格）

　歯科医師国家試験は、次の号のいずれかに該当する者でなければ、これを受けることができない。

（１）学校教育法に基づく大学において、歯学の正規の課程を修めて卒業した者

（２）歯科医師国家試験予備試験に合格した者で、合格した後１年以上の診療及び口腔衛生に関する実地修練を経たも

の。

（３）外国の歯科医学校を卒業し、又は外国で歯科医師免許を得た者であって、厚生労働大臣が（1）又は（2）に掲げる者

と同等以上の学力及び技能を有し、かつ、適当と認定したもの。

　（提　出　書　類）

　ア．受　験　願　書

　イ．写　　　　　真

　ウ．受験手数料（収入印紙）

　　　受験しようとする者は、上記に掲げられた書類を提出すること。

i



学 生 周 知 事 項

１．掲示について

　　学生へ告知、通知、連絡はすべて掲示板により掲示する。掲示の見落としのないよう十分注意すると共に、１日

に１度は掲示を見て不利益をこうむらないように心がけること。（３～５学年用は７号館１階、６学年用は歯科棟北

５階）

２．学生証について

（１）学生証は常に携帯すること。

（２）学生証を紛失又は破損等したときは、学務企画課（１号館西１階）に届け出て再交付の手続きをすること。

　　　再交付費用（2,200円）は学生本人の負担とする。

（３）学生証は卒業、退学または除籍のときは直ちに学務企画課へ返納すること。

　　　返却出来ない場合は、費用を負担することとする。

３．学生旅客運賃割引証

（１）課外活動又は帰省等でJR線を利用し、乗車区間が片道100㎞を超える場合旅客運賃の割引（２割）を受けること

ができる。

（２）学割証の不正使用（第三者への貸与等）は絶対にしないこと。

（３）年間使用限度枚数は１人10枚（１回につき２枚まで）

（４）私鉄、バス等の利用において通学証明書を必要とする場合は、所定の用紙を貰い持参すること。

（５）学生が必要なときは５号館３階談話室にある証明書自動発行機を使用すること。

　　　（利用日時：月曜日～金曜日、8：30 ～ 21：00）

　　　（問い合せ先）学生支援課（内線5077）

４．証明書等

　　証明書等は、教務課及び証明書自動発行機にて発行する。

（１）教務課（受付時間　８：30 ～ 17：15）

　　　次に掲げるものは、教務課で発行する。

　　　（交付は原則として交付願を受理した日から１週間程度要します。）

　　①成績証明書

　　②卒業見込証明書（第６学年在籍者のみ。）

　　③調査書

　　④英文の在学証明書

　　⑤通学証明書（交通機関から請求された場合に限る。）

　　　鉄道やバスの通学定期券を購入する場合は、住居の最寄り駅または大学の最寄り駅にて学生証を提示し、直接

購入してください。

（２）在学証明書は自動発行機で発行する。

（３）通学証明書（交通機関から請求された場合に限る）

　　　バス及び鉄道の通学定期を購入する場合は、住居の最寄り駅又は大学の最寄り駅にて学生証を提示し、直接購

入すること。

　　　問い合せ先：学務企画課企画調査掛（内線５０７４）
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５．住所・氏名等の変更について

（１）本人又は保証人の住所、氏名、電話、本籍等（電話番号を含む。）に変更が生じたときは、速やかに教務掛へ申

し出て所定の手続きをすること。

６．休学、復学、退学、欠席

（１）授業の欠席

　　　病気その他の事由により欠席した場合は、欠席届を教務課へ提出すること。

　　　（病気の場合は、必ず医師の診断書を添付すること。）

（２）休学

　　　病気その他の事由により、引き続き３ヶ月以上休学する場合は、休学願（保証人連署）を教務課へ提出し、学

長の許可を得ること。（病気の場合は、必ず医師の診断書を添付してください。）

　　　また、休学を許可される期間は、通算して２年以内。

　　　（特別の事情があるときは、更に１年以内の休学が許可されることがある。）

（３）復学

　　　休学している学生が、休学許可期間の途中または満了時に復学を希望する場合は、復学願（保証人連署）を教

務課へ提出し、学長の許可を得ること。（病気を理由に休学した場合は、復学可能である旨の医師の診断書を添

付すること。）

（４）退学

　　　病気その他の事由により、学業を継続することが困難となり、退学しようとする場合は、退学願（保証人連署）

を教務課へ提出し、学長の許可を受けること。

　　　なお、退学するにあたっては、事前に担任教員等と面談し、退学事由等について十分相談すること。

７．ネームプレート着用について

　　歯学部学生であることを明示するために、学内では必ず着用すること。

　　プレートは貸与とし、紛失又は破損した場合は再交付を受けるものとする。この場合は実費負担すること。

８．ロッカーの貸与

　　各人にロッカーを貸与する。

　　ロッカーでの盗難が多発しているので、貴重品等の管理は厳重にすること。

　　また、各人の責による破損等については、各人の負担により現状回復すること。

９．授業中（大学行事、課外授業を含む。）の事故等

　　入学時に加入した「学校教育災害傷害保険」（学研災）および「医学生教育研究賠償責任保険」（医学賠）の対象

となります。（詳細は「学生生活の手引き」を参照してください。）

10．遺失物および拾得物

　　学内での遺失物に関する問い合わせまたは拾得物の届け出は、下記のとおりです。

（１）講義室、実習室、ロッカー室・・・・学務部教務課（１号館西１階：内線５４１１）、歯学部防災センター（歯

科棟北１階）

（２）上記（１）以外・・・・歯学部総務課（歯科棟南２階：内線５４０６）

iii
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11．授業料の払込について

　　金融機関の預金口座振替により、授業料を引き落とす。

　　前期分授業料は４月中に、後期分授業料は10月中に納付すること。

12．湯島キャンパスにおける講義受講に際しての注意事項

（１）平日の午前８時30分から午後５時まで歯学部附属病院玄関から出入りすることを原則禁止

（２）歯学部建物内へは以下のように出入りすること

　　　１）聖門←→７号館（旧校舎棟）、２号館

　　　２）正門←→７号館（旧校舎棟）、１号館、２号館

　　　３）御茶ノ水門あるいは丸の内線出口←→歯学部附属病院防災センター（歯学部時間外通用門）

（３）白衣又は実習着を着用していない学生は、歯学部附属病院の聖橋側エレベーターを使用すること。

（４）臨床実習履修中の学生以外がやむを得ない理由で歯学部附属病院内を移動するときは、私語を慎むこと。

13．その他

（１）クラブ、サークル等宛の郵便物等は、学生支援課の窓口で保管していますので、責任者は適宜確認してください。

　　　なお、個人宛の郵便物等は、大学に配達されることがないようお願いします。

（２）事務の窓口

　　　教務事務・・・・・・・学務部教務課歯学系教務掛（１号館西１階・内線５４１１）

　　　授業料の納入・・・・・財務部資金課収入管理掛（１号館西３階・内線５０４８）

　　　奨学金・授業料免除・・学務部学生支援課学生支援総括掛（１号館西１階・内線５０７７）



７号館（旧歯学部校舎棟）の管理、使用について

１．７号館（旧校舎棟）の出入口の施錠について

　　　７号館（旧校舎棟）出入口（１階聖門側１ヵ所、歯科棟北側６ヵ所、１号館東側２ヵ所）

　　　　　歯科棟接続口（東側６ヵ所）

　　　　　１号館東（２Ｆ、３Ｆ　２ヵ所）

　　　　　　　　解錠　　　7：30

　　　　　　　　施錠　　　19：00

　　　　　※聖門側は7：00～18：00

　　消防法の規定により、歯科棟北側は避難口のため施錠しても建物内から外へはいつでも出られる。

　　ただし、１号館東接続部（２Ｆ、３Ｆ）は施錠すると出入りできない。

２．７号館（旧校舎棟）内各室の施錠について

　　　講義室は7：30に解錠し、17：00に施錠する。（ただし、第１講義室のみ学生の自習室として使用するため、19：

00施錠とする。）

　　　学生更衣・控室は施錠しない。

３．７号館（旧校舎棟）における講義室の目的外使用について

　　　講義室は実習室兼用のため、原則として目的外使用は許可しない。

４．学生の更衣・控室について

　　　更衣・控室は、更衣の外、休憩室として利用する。

　　　更衣・控室でサークルの集会をしたり、ゲーム等はしないこと。

５．その他

　＊　講義室の机の上に腰をかけないこと。

　＊　黒板に学生間の連絡事項を書いたときは、あとで学生自身が消すこと。

　＊　７階以上は実験施設なので感染予防等のため関係者以外の出入りを禁止する。

　＊　附属病院内の通行に際しては、特に患者さんに配慮すること。

　＊　附属病院内の患者待合場所での休憩は差し控えること。

　＊　講義室、実習室、更衣・控室等においては弁当、紙クズ等は散らさないように必ずゴミ箱にすてること。

　＊　参考書、ノート等の私物は講義室の中に放置しないこと。

　＊　室内は掲示物の貼付を禁ずる。

　＊　講義室、実習室等においては、下駄ばきは厳禁する。

　＊　白衣を着たまま大学外に出ることを禁ずる。
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ロッカーの使用について

１．各人にロッカーが貸与されるので、丁寧に使用すること。

　　第５学年までは、同一の更衣・控室（ロッカー室）を使用し、第６学年になってから移動する。

２．ロッカーの鍵は必ず閉め、盗難に注意すること。

３．ロッカーの上部に私物を置かないこと。

　　置いた場合は、教務掛で撤去します。

４．ロッカーの内外部にシール、ポスター等をはらないこと。

　　はった場合は、教務掛ではがします。

学生用掲示板使用について

１．掲示物の内容について関知しないが、良識をもって掲示すること。

２．掲示期間を過ぎることのないよう自主的に撤去すること。

　　（掲示板の設置場所‥‥‥７号館１階・２階）

歯学部リフレッシュルームについて

　７号館１F及び６Fには、学生の休息、自己学習等での使用を目的としたリフレッシュスペースが設けられている。

この施設では無線LANを利用して、学内LANへの接続も可能である。

　施設を利用する場合は、下記の注意事項を厳守すること。

１．利用時間

　　平日　午前８時３０分～午後７時３０分

２．利用する上での注意事項

　（１）きれいに、清潔に利用すること。

　（２）一部の学生が独占的に利用する環境を作らないこと。

　（３）私物や貴重品は極力置かないこと（紛失は本人の責任となる）。

　（４）禁煙とする。

　（５）本学学生としてあるまじき行為を行った場合、大学の懲戒規定にかかるとともに、他の学生を含め、当施設の

利用を全面的に禁止することが有り得ることを念頭に置き、使用すること。

　（６）他に使用している学生を考慮し、騒がないこと。

　（７）ゴミの始末は各自で行うこと。
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視聴覚研修スペースについて

　７号館６F「視聴覚研修室・歯学部学生リフレッシュルーム」の半分は、自己学習等に使用できるよう、備付PCが

10台設置されている。また、無線LAN付の個人PCにより学内LANへの接続も可能である。

施設を利用する場合、下記の注意事項を厳守すること。

１．利用時間

　　平日　午前８時30分～午後７時30分

２．利用する上での注意事項

　（１） きれいに、清潔に利用すること。

　（２） 一部の学生が独占的に利用する環境を作らないこと。

　（３） 私物や貴重品は極力置かないこと（紛失は本人の責任となる）。

　（４） 禁煙とする。

　（５） 備付の機器の使用にあたっては丁寧に行い、故障・不具合があった場合は、教務課に連絡すること。

　（６） 共同利用施設であることを認識し、他の利用者の迷惑になるような行為をしないこと。

　（７） 無線LAN等による学内LANへの接続方法については本学HP、図書館情報メディア機構内のマニュアルを参照

すること。

 http://www2.tmd.ac.jp/cmn/lib/using_lan.pdf

＜付記＞

　　本スペースの他、図書館情報メディア機構内「情報検索室」にも同様に使用できるPCがある。
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歯学部附属病院の機構

　歯学部附属病院は、患者の診療を通じて歯学の教育と研究を行う場である。しかし、最近では社会の要請にも答え

る必要から、歯科医療における模範的診療機関としての使命も課せられている。

１．診　　療　　科

２．病　棟（８階）

　　入院患者のために、60床のベッドとそれに必要な処置室、記録室等附帯施設が完備され、基準看護のもとに、日

夜に亘る診療体制が敷かれている。

３．薬剤部（１階）

　　ここには数名の薬剤師が配置されており、薬剤に関する業務、すなわち、調剤、製剤をはじめ、薬品の管理と情

報の収集、伝達のみならず、臨床実習を行う学生に対して処方箋の取扱いその他の教育も行われている。

４．医療技術部門

　　医療技術部門として次の２つが設けられている。

viii

歯科病棟
インプラント外来
歯科麻酔外来
口腔外科外来
顎顔面外科外来
顎義歯外来・言語治療外来
むし歯外来
歯周病外来
第一総合診療室
第二総合診療室
歯科心身外来
顎関節治療部
クリーンルーム歯科外来
スポーツ歯科外来
歯科アレルギー外来
義歯外来
矯正歯科外来
小児歯科外来
ペインクリニック
口腔ケア外来
歯科総合診療部
スペシャルケア外来（高齢者）
スペシャルケア外来（障害者）
息さわやか外来
歯科放射線外来

８階

７階

６階

５階

４階

３階

２階

１階

地下１階

⑴　看　護　部

⑵　歯科衛生保健部

病院の看護業務を一本化するために看護部として独立させ、看護部長の統卒のもとに80数名

の看護婦が各診療科や病棟等に配置されている。

歯科診療における歯科健康教育・歯科予防処置および歯科診療補助を行うために部として位

置づけ、32名の歯科衛生士が口腔ケア外来など関係診療部門に配置されている。



５．事　務　部　門

　　事務部門は次のような組織になっている。

   総　務　掛

  総　務　課 経　理　掛

   用　度　掛

 事　務　部 

   医　事　掛

  業　務　課 患　者　掛

   収　入　掛

 学　務　部 教　務　課 歯学系教務掛

　　歯学部の事務業務は総務課と業務課の両者の協力によって遂行される。また学生は学務部教務課歯学系教務掛を

通じて病院内で勉学できるようになっている。また、患者は全て業務課を経て受診するように決められている。なお、

患者の歯科技工に用いる歯科材料は医事掛材料室から給付される。

６．病院の管理運営

　　病院長が病院の管理運営を統括し、病院は病院長、各科長、各部長等によって構成される病院運営会議によって

運営される。また、学生の臨床教育については、各臨床系教授で構成される臨床教育会議および歯学科教育委員会

において討議される。

７．第１、第２総合診療室（４階）

　　第１総合診療室は学生臨床実習の場として、成人における一口腔単位の総合歯科診療が行われている。学生には

歯科診療用ユニットと技工机（総合技工室、５階）が配当される。なお、第２総合診療室では、臨床研修医の総合

研修が行われている。

８．クリーンルーム歯科外来（３階）

　　血液・唾液・その他を媒体として院内感染を引き起こす可能性のある病原微生物（肝炎ウイルス、ＨＩＶ、ＭＲ

ＳＡなど）を有して、本院を訪れる患者の数は極めて多い。そこで院内感染のリスクを分散しないために、これら

の患者のうち、内科主治医等により疾患の管理がなされており、外来診療に耐え得る患者の一般歯科診療を行う施

設としてクリーンルーム歯科外来が設けられている。
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７号館（歯学部校舎棟）平面図
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１号館西５，６，７，８階　見取図



xv

１号館西・東研究室等の配置
階

9

8

7

6

5

4

3

2

1

実習室

（１号館西）

口 腔 保 健 学 科
講 義 室・実 習 室

（１号館西）

口 腔 保 健 学 科
講 義 室・実 習 室

（１号館西）

歯 学 部 演 習 室

基 礎 実 習 室

（１号館西）

医歯学教育システム研究センター

スキルスラボラトリーⅡ

分野

（１号館西）

口 腔 保 健 学 科
口腔保健衛生学専攻

（１号館西）

口 腔 保 健 学 科
口腔保健衛生学専攻

先 端 材 料 評 価 学
（１号館西）

インプラント・口腔再生医学
（７号館）

インプラント・口腔再生医学
（１号館西・東）

口 腔 病 理 学
（１号館東）

全 部 床 義 歯 補 綴 学
（１号館東）

全 部 床 義 歯 補 綴 学
（１号館東）

教授室等

（１号館西）遠　藤
　　　　品　田
　　　　吉　増
　　　　白　田
　　　　寺　岡

宇尾
（１号館西）

春日井
（７号館6F）

荒木
（１号館西）

山　口
（１号館東）

水　口
（１号館東）

その他

歯科同窓会事務室
（１号館西）

会 　 　 議 　 　 室
（１号館東）

第１、２ゼミナール室
（１号館東）

第３ゼミナ ー ル 室
（１号館東）

国 際 交 流 センター
（１号館西）

資金課収入管理掛
（１号館西）

教 務 課
学 生 支 援 課
学 務 企 画 課

（１号館西）



xvi

歯科棟北の配置

階

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

B1

分　野
咬合機能矯正学
顎 顔 面 矯 正 学

部分床義歯補綴学
摂食機能保存学
小 児 歯 科 学

う 蝕 制 御 学
歯 髄 生 物 学
健 康 推 進 歯 学

顎 口 腔 外 科 学
口腔放射線医学
顎 関 節 咬 合 学

口腔病態診断科学

教　授　室　等
小　野
森　山

五十嵐
三浦（宏）

田　上
須　田
川　口

小　村
倉　林
木　野

外　来　等

病 棟

歯 科 麻 酔 外 来
インプラント外来
手 術 室

口 腔 外 科 外 来
顎顔面外科外来
顎 義 歯 外 来
言 語 治 療 外 来
検 査 部

む し 歯 外 来

歯 周 病 外 来

第１総合診療室
第２総合診療室
顎 関 節 治 療 部
歯 科 心 身 外 来

義 歯 外 来
スポーツ歯科外来
歯科アレルギー外来
クリーンルーム歯科外来
技 工 部

小 児 歯 科 外 来
矯 正 歯 科 外 来
ペインクリニック
口 腔 ケア 外 来

歯科総合診療部
スペシャルケア外来
息さわやか外来
薬 剤 部

歯科放射線外来

医　　　局

顎 関 節 咬 合 学

麻酔・生体管理学

顎 顔 面 外 科 学
顎 口 腔 外 科 学

う 蝕 制 御 学
歯 髄 生 物 学
歯 周 病 学

部分床義歯補綴学
全部床義歯補綴学
摂食機能保存学
高 齢 者 歯 科 学

小 児 歯 科 学
咬合機能矯正学
顎 顔 面 矯 正 学

歯科総合診療部

そ　の　他

歯科衛生保健部

医員当直室（男）

医員当直室（女）
滅 菌 材 料 室

総 合 技 工 室

ヘッドライター室
器 材 準 備 室

電 算 室
防 災 セ ンタ ー
器材薬剤センター
研 修 医 控 室

低 温 室
ボ イ ラ ー 室

Ｂ２

＜歯科棟南＞

歯学部特別講堂
演 習 室
歯科臨床研修センター
材 料 室
和 同 会 売 店

大 会 議 室
小 会 議 室
看 護 部
研 修 医 技 工 室

歯 学 部 総 務 課
歯学部国際交流室

歯 学 部 業 務 課

患 者 相 談 室

談 話 室

食 堂



xvii

M ＆ Dタワーの配置

8階

8階

7階

7階

7階

7階

6階

6階

6階

分野

硬組織構造生物学

分 子 情 報 伝 達 学

硬組織病態生化学

歯 学 教 育 開 発 学 

口腔放射線腫瘍学

硬 組 織 再 生 学

分 子 発 生 学

ナノメディスン（DNP）

分 子 細 胞 機 能 学

教授室等

高野

高柳

柳下

森尾

三浦(雅）

篠村

井関

森田

７階

６階

５階

４階

３階

２階

分野

歯 周 病 学

顎 顔 面 外 科 学

高 齢 者 歯 科 学

疼 痛 制 御 学

疼 痛 制 御 学
麻 酔・生 体 管 理 学
ス ポ ー ツ 医 歯 学

ス ポ ー ツ 医 歯 学
障 害 者 歯 科 学
歯 科 医 療 行 動 科 学

顎 顔 面 補 綴 学
歯 科 心 身 医 学
総 合 診 療 歯 科 学

その他教授室等

和　泉

原　田

嶋　田

深　山

上　野
篠　塚
俣　木

谷　口
豊　福

8階

7階

7階

6階

6階

6階

分野

細 菌 感 染 制 御 学

硬 組 織 薬 理 学

認 知 神 経 生 物 学

医 療 経 済 学

顎 顔 面 解 剖 学

分 子 免 疫 学

教授室等

中川

大谷

泰羅

川渕

柴田

東

（
北
側
）

（
南
側
）

10号館（総合教育研究棟）の配置

8階

8階

7階

7階

7階

7階

6階

6階

6階

分野

硬組織構造生物学

分 子 情 報 伝 達 学

硬組織病態生化学

歯 学 教 育 開 発 学 

口腔放射線腫瘍学

硬 組 織 再 生 学

分 子 発 生 学

ナノメディスン（DNP）

分 子 細 胞 機 能 学

教授室等

高野

高柳

柳下

森尾

三浦(雅）

篠村

井関

森田

７階

６階

５階

４階

３階

２階

分野

歯 周 病 学

顎 顔 面 外 科 学

高 齢 者 歯 科 学

疼 痛 制 御 学

疼 痛 制 御 学
麻 酔・生 体 管 理 学
ス ポ ー ツ 医 歯 学

ス ポ ー ツ 医 歯 学
障 害 者 歯 科 学
歯 科 医 療 行 動 科 学

顎 顔 面 補 綴 学
歯 科 心 身 医 学
総 合 診 療 歯 科 学

その他教授室等

和　泉

原　田

嶋　田

深　山

上　野
篠　塚
俣　木

谷　口
豊　福

8階

7階

7階

6階

6階

6階

分野

細 菌 感 染 制 御 学

硬 組 織 薬 理 学

認 知 神 経 生 物 学

医 療 経 済 学

顎 顔 面 解 剖 学

分 子 免 疫 学

教授室等

中川

大谷

泰羅

川渕

柴田

東

（
北
側
）

（
南
側
）
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０５ 人体の構造と機能 

６） 顎関節の構造と機能を説明できる。 

７） 頭頸部の筋膜と筋間隙について説明できる。 

８） 麻酔科と関連する解剖学的構造を説明できる。 
９） インプラン ト治療と関連する顎骨の形態学的特徴を説明できる。 
１０） 舌の形態学的特徴と機能を説明できる。 

 

授業計画 

年 月 日 題 目 ｺﾏ 担当者 場所 方法 関連 SBOｓ 

24 
9
～ 

12 

24
～ 

10 

人体解剖実習   

31 回 

 

3x31

柴田俊一 

寺島達夫 

鹿野俊一 

阿部達彦 

馬場麻人 

太田正人 

解剖実習室 実習 1-10 

         

 9 24 解剖実習 1 3     

  26 解剖実習２ 3     

  28 解剖実習３ 3     

 10 1 解剖実習４ 3     

  3 解剖実習５ 3     

  5 解剖実習６ 3     

  10 解剖実習７ 3     

  15 解剖実習８ 3     

  17 解剖実習９ 3     

  22 解剖実習１０ 3     

  24 解剖実習１１ 3     

  26 解剖実習１２ 3     

  29 解剖実習１３ 3     

  31 解剖実習１４ 3     

 11 5 解剖実習１５ 3     

  7 解剖実習１６ 3     

  9 解剖実習１７ 3     

  12 解剖実習１８ 3     

  13 解剖実習１９ 3     

  14 解剖実習２０ 3     

  19 解剖実習２１ 3     

  19 解剖実習２２ 3     

  21 解剖実習２３ 3     

  27 解剖実習２４ 3     

  28 解剖実習２５ 3     

  30 解剖実習２６ ３     

 12 3 解剖実習２７ 3     

  4 解剖実習２８ 3     

  5 解剖実習２９ 3     
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  6 解剖実習３０ 3     

  10 解剖実習試験 3  第２講義室   

         

   頭頸部の局所解剖講義（５回） 3x5     

24 11 8 口腔周囲の壁の構造 3 寺島達夫 第２講義室 講義 1-10 

  15 頭頸部の筋間隙と連絡路 3 寺島達夫 第２講義室 講義 1-10 

  22 頭頸部の脈管・神経 3 寺島達夫 第２講義室 講義 1-10 

  29 画像による頭頚部臨床解剖 3 倉林 亨 第２講義室 講義 1-10 

 12 12 総まとめ 3 柴田俊一 第２講義室 講義 1-10 

評価方法： 

・解剖実習および頭頸部局所解剖学講義は解剖実習態度、口頭試問による形成的評価とともに、解剖実習終了時の筆

記試験を行い、総括的評価を行う。 

 

ユニット試験の受験資格： 

・人体解剖実習、頭頸部局所解剖のいずれも４分の３以上出席していなければならない。 

・受験資格を得られなかった学生はユニット未履修とし、次年度に当該ユニットを再履修しなければならない。 

 

参考図書等： 

・「人体解剖実習」 （浦 良治著） 南江堂 
・「実習人体解剖図譜」 （浦 良治著）  南江堂 
・「分担解剖学 第１巻・第２巻・第３巻」 金原出版 
・「口腔解剖学 1-5」 （上條雍彦著） アナトーム社 

･「グレイ解剖学」（訳塩田浩平 他） エルゼビア・ジャパン 

･「グレイ解剖学アトラス」（訳塩田浩平 他） エルゼビア・ジャパン 

 
備考： 

人体解剖実習用具ならびに実習着等が必要となる。 

  （詳細については担当教員から指示ある予定） 

 
担当教員の Office Hour： 

柴田俊一  教授　　随時（事前に必ず連絡のこと）　sshibata.mfa@tmd.ac.jp 

泰羅雅登　教授　　随時（事前に必ず連絡のこと）　masato.cnb@tmd.ac.jp 

寺島達夫　准教授 随時　　　　　　　　　　　　　　　　  t.terashima.mfa@tmd.ac.jp 

鹿野俊一　助教　　水　　　　16：00－17：00　　　　　 shika..mfa@tmd.ac.jp 

阿部達彦　助教　　火水金　16：00－18：00　　　　　 tatsu_ab.mfa@tmd.ac.jp 

馬場麻人　助教　　水木金　16：30－18：00　　　　　 o.baba.bss@tmd.ac.jp    

太田正人　助教　　水木金　16：30－18：00　　　　　 mota-dev@tmd.ac.jp 

 

 

ユニット情報 

ユニット名 中枢神経系 

ユニット責任者 寺島達夫 

ユニット番号 ０９ 

開設時期 ３年 後期 

ユニットコマ数 

（授業コマ数＋試験コマ数） 
２９ ＋ ３   （必要自習時間 23 時間） 

授業形態 講義・実習 
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中枢神経系 

学習目標（GIO）：  

中枢神経系の構成を理解し、それらの構造と機能および機能統御の仕組みを修得する。  
 

到達目標（SBOｓ）： 

１） 中枢神経系の構成と基本機能を説明できる。 

２） 脊髄の構造と機能を説明できる。  

３） 脳幹の構造と機能を説明できる。 

４） 脳と脳被膜の関係を説明できる。 

５） 脳の外観と内部構造を、機能と関連づけて説明できる。 

６） 脳の主な線維連絡と伝導路を説明できる。 

７） 脳の血流と脳脊髄液の流れを説明できる。 

８） 血液脳関門を説明できる。 

９） 反射、半自動運動、随意運動の発現と調節の機序を説明できる。 

１０） 脳の高次機能を脳の構造と機能構成の観点から説明できる。 

  

脳解剖実習  

学習目標（GIO）： 

人体における脳の系統的観察法を修得し、これらの構造と機能について統合的に理解する。 
 

到達目標（SBOｓ）： 

１） 神経系の発生の知識を基に脳の区分を説明し、同定することができる。 

２） 脳の基本構造を実際の脳において剖出・同定し、それらの解剖学的名称と相互の位置関係、機能について 

述べることができる。 

３） 脳の主要な血管の走向とその支配領域を、剖出結果をもとに説明することができる。 

４） 脳幹と脳神経を同定し、その構造と機能を説明することができる。 

５） グループでの脳実習に協調的に参加することができる。 

６） 脳と脊髄の内部構造を説明することができる。 
 

授業計画 

年 月 日 題 目 
ｺ

ﾏ
担当者 場所 方法 関連 SBOｓ

24 11 6 中枢神経解剖 1 2 寺島達夫 第２講義室 講義  1,2,3,4,5,7,8

  20 中枢神経解剖 2 3 寺島達夫 第２講義室 講義  1,2,3,4,5,7,8

  22 中枢神経解剖 3 1 寺島達夫 第２講義室 講義 1,2,3,4,5,7,8

  26 中枢神経系の機能 1 3 泰羅雅登 第２講義室 講義 3,5,6,9 

  28 中枢神経系の機能 ２ 3 泰羅雅登 第２講義室 講義 3,5,6,9 

 12 5 中枢神経系の機能 ３ 3 泰羅雅登 第２講義室 講義 3,5,6,9 

  11 中枢神経系の機能 ４ 3 泰羅雅登 第２講義室 講義 10 

  12 脳 解剖実習 3

寺島達夫、柴田俊一 

鹿野俊一、阿部達彦 

馬場麻人、太田正人 
解剖実習室 実習 1,2,3,4,5

  13 中枢神経系組織 3

寺島達夫、柴田俊一 

鹿野俊一、阿部達彦 

馬場麻人、太田正人 
第１講義室 講義・実習 6  

  14 脳 解剖実習 3

寺島達夫、柴田俊一 

鹿野俊一、阿部達彦 

馬場麻人、太田正人 
解剖実習室 実習 1,2,3,4,5

  17 脳 解剖実習 3

寺島達夫、柴田俊一 

鹿野俊一、阿部達彦 

馬場麻人、太田正人 
解剖実習室 実習 1,2,3,4,5

  20 筆記試験 3  第２講義室   
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評価方法： 

・ユニット最終日に筆記試験を行い、包括的評価を行う。但し、筆記試験の中に実習試験を含むものとする。 

・脳解剖実習は口頭試問等で形成的評価をする。 

 
ユニット試験の受験資格： 

・全授業時間数のうち、３分の２以上出席していなければならない。 

・受験資格を得られなかった学生はユニット未履修とし、次年度に当該ユニットを再履修しなければならない。 

 

参考図書等： 

・「分担解剖学第２巻 脈管学・神経系」 金原出版 

・「最新カラー組織学」 （L.P.ガートナー、J.L. ハイアット 著）西村書店 

・「標準生理学」第６版 （本郷利憲・廣重 力・豊田順一監修） 医学書院（詳細な記述が多く、末梢から中枢を網羅） 
・「新生理学」第３版 （小幡ら 編） 文光堂（比較的中枢機能の説明が詳細） 
・Principles of Neural Science 4ｔｈ.ed McGraw-Hill.（形態と機能を関連づけて説明、神経科学の教科書）  

・「図説中枢神経系」 （水野昇・岩堀修明・中村泰尚著）  医学書院 

・「人体解剖実習」 （浦 良治著） 南江堂 

・「実習人体解剖図譜」 （浦 良治著）  南江堂 

 
担当教員の Office Hour： 

柴田俊一　教授　　　随時（ただし必ず事前に連絡のこと） 　sshibata.mfa@tmd.ac.jp 

泰羅雅登　教授　　　随時（ただし必ず事前に連絡のこと）   masato.cnb@tmd.ac.jp 

寺島達夫　准教授　 随時（ただし必ず事前に連絡のこと） 　t.terashima.mfa@tmd.ac.jp 

鹿野俊一　助教　　　随時（ただし必ず事前に連絡のこと）   shika.mfa@tmd.ac.jp 

阿部達彦　助教　　　火水金 16：00－18：00  　　　　　　　　　 tatsu_ab.mfa@tmd.ac.jp 

馬場麻人　助教　　　水木金  16：30－18：00  　　　　　　　　  o.baba.bss@tmd.ac.jp 

太田正人　助教　　　水木金  16：30－18：00 　　　　　　　　　 mota-dev@tmd.ac.jp 

 

 

ユニット情報 

ユニット名 生理機能実習

ユニット調整者 泰羅雅登 

ユニット番号 １０ 

開設時期 ３年 前期 

ユニットコマ数 

（授業コマ数＋試験コマ数） 
２７＋０   （必要自習時間  8 時間） 

授業形態 実習 

 

学習目標（GIO）： 

人体が正常に機能する「しくみ」を実験をとおして実体験し、得られたデータを正確な解釈のもとに組み立てて現象を論

理的に修得する。 

 

到達目標（SBOｓ）： 

１） 神経が機能する現象を観測してそのメカニズムを解釈し説明できる。 

２） 運動器官が機能する現象を観測してそのメカニズムを解釈し説明できる。 

３） 中枢神経系が機能する現象を観測してそのメカニズムを解釈し説明できる。 

 

実習項目 
１） 神経の興奮と伝導 ・・・・・・・・ 実験１回、データ整理１回 
２） 咀嚼筋筋電図・・・・・・・・・・・・  ・ 実験１回、データ整理１回
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３） 誘発筋電図 （Ｈ波・Ｍ波）・・・ 実験１回、データ整理１回 
４） 誘発脳波 （ＡＶＲ，ＳＥＰ）・・・・実験１回、データ整理１回 
 

授業計画 

年 月 日 題目 ｺﾏ 担当者 場所 方法 
関連

SBOｓ 

24 7 3 験実 01  

泰羅雅登、小島久幸
勝山成美、臼井信男
神代万里、山下晶子
磯田昌岐 

1 号館６F 

実習室 

複数のグルー

プに分け、実

習項目１）－

４）を並行して

実施する。 

1,2,3 

  
11 データ整理  3 

 
1,2,3 

  12 3 験実  
  

1,2,3 

  17 データ整理 3 
 

1,2,3 

  18 3 験実  
 

1,2,3 

  19 データ整理 3 
  

1,2,3 

  23 実験  3 
  

1,2,3 

  24 データ整理 3 
  

1,2,3 

  26 筆記試験 3 実習室（予定） 

評価方法： 

・実習項目毎のレポート（個人または班単位：実習項目による）と筆記試験による評価 

 

ユニット試験の受験資格： 

・全授業時間数のうち、４分の３以上出席していなければならない。 

・受験資格を得られなかった学生はユニット未履修とし、次年度に当該ユニットを再履修しなければならない。 

 

参考図書等： 

・特に定めない 
 
担当教員の Office Hour： 

・泰羅雅登 教授 随時（ただし必ず事前に連絡のこと）  masato.cnb@tmd.ac.jp 

・小島久幸 講師 随時（ただし必ず事前に連絡のこと）  yojima.cnb@tmd.ac.jp 

・勝山成美 助教 随時（ただし必ず事前に連絡のこと） katz.cnb@tmd.ac.jp 

 

 

ユニット情報 

ユニット名 歯の解剖 

ユニット責任者 寺島達夫 

ユニット番号 １１ 

開設時期 ３年 前期 

ユニットコマ数 

（授業コマ数＋試験コマ数） 
14 ＋ ２      （必要自習時間    14 時間） 

授業形態 講義・実習 

 

学習目標（GIO）： 

ヒトの乳歯と永久歯の正常形態を学び、歯の形態の特徴と機能の関係を修得する。 

05　人体の構造と機能



─  55  ─

０５ 人体の構造と機能 

 

到達目標（SBOｓ）： 

１） 乳歯と永久歯の名称と、個々の歯の形態的特徴を説明できる。 

２） 歯を正しく鑑別できる。 

３） 歯列と咬合について説明できる。 

 

授業計画 

年 月 日 題 目 ｺﾏ 担当者 場所 方法 関連 SBOｓ

24 4 12 歯の解剖総論 ２ 阿部達彦 第２講義室 講義・実習 1,2, 3 

  19 前歯の形態と鑑別 2
寺島達夫、阿部達彦

馬場麻人 
第２講義室 講義・実習 1,2 

  26 小臼歯の形態と鑑別 2
寺島達夫、阿部達彦

馬場麻人 
第２講義室 講義・実習 1,2 

 5 10 下顎大臼歯の形態と鑑別 2
寺島達夫、阿部達彦

馬場麻人 
第２講義室 講義・実習 1,2 

  17 上顎大臼歯の形態と鑑別 2
寺島達夫、阿部達彦

馬場麻人 
第２講義室 講義・実習 1,2, 

  24 乳歯の形態と鑑別 2
寺島達夫、阿部達彦

馬場麻人 
第２講義室 講義・実習 1,2,3 

  31 歯列および歯の異常 2
寺島達夫、阿部達彦

馬場麻人 
第２講義室 講義・実習 1,3  

 6 11 歯の解剖試験 2  第２講義室   

評価方法： 

・筆記試験、実習試験の結果をもとに包括的評価をする。 

 

ユニット試験の受験資格： 
・全授業時間数のうち、３ 分の２以上出席していなければならない。 

・受験資格を得られなかった学生はユニット未履修とし、次年度に当該ユニットを再履修しなければならない。 

 

参考図書等： 

・「歯の解剖学」第２２版（藤田恒 太郎著 桐野忠大、山下靖雄 改訂）  金原出版 

 

担当教員の Office Hour：ユニット情報 
寺島達夫 准教授 随時  t.terashima.mfa@tmd.ac.jp 

阿部達彦   助教  火水金 16：00－18：00  tatsu_ab.mfa@tmd.ac.jp 

馬場麻人   助教  水木金 16：30－18：00  o.baba.bss@tmd.ac.jp 

 

 

ユニット情報 

ユニット名 歯の発生と組織

ユニット責任者 高野吉郎 

ユニット番号 １２ 

開設時期 ３年 前期 

ユニットコマ数 

（授業コマ数＋試験コマ数） 
２３＋ ２  （必要自習時間 12 時間） 

授業形態 講義・実習 

 
学習目標（GIO）： 
歯と歯周組織の組織構造およびそれらの発生の仕組みを学び、顎顔面の発達に伴う咀嚼器の発生と発達、経年的変

化の過程を包括的に修得する。  
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学習目標（GIO）： 
歯科医学領域における海外留学の意義を理解すると共に、 海外協力に関する知識を修得する。 

 

到達目標（SBOｓ）： 
１） 海外留学することの成果について説明できる。 

２） 世界各国における歯科研究の特徴について説明できる。 

３） 歯科領域における海外協力の実際について説明できる。 

 
授業計画 

年 月 日 題目 ｺﾏ 担当者 場所 方法 
関連

SBOｓ

23 4 12 海外留学の奨め 1 (研究編 1) 1 小林宏明
(歯周病学分野) 講義室 講義 1-2 

 4 19 海外留学の奨め 2 (研究編 2) 1 和達礼子 
(歯髄生物学分野) 講義室 講義 1-2 

 4 26 海外留学の奨め 3 (臨床編) 1 西村賢市 
(表参道デンタルサロン院長) 講義室 講義 1-2 

 5 10 海外研修奨励制度による海外研修 1 三田 稔
(H19 年度海外研修奨励制度派遣学生)

講義室 講義 1-2 

 5 17 歯科医師の海外協力 1 曽根田兼司
(曽根田歯科室院長) 講義室 講義 3 

評価方法： 

・レポートによる総括的評価を行う。 

 

ユニット試験の受験資格： 

・５回の授業のうち４回以上出席しなければならない。 

・受験資格を得られなかった学生はユニット未履修とし、次年度に当該ユニットを再履修しなければならない。 

 
担当教員の Office Hour： 
倉林 亨 教授  火・木 16:00- 17:00  kura.orad@tmd.ac.jp 

 

 

ユニット情報 

ユニット名 選択コース 1-C: 研究論文作成・特許取得 

ユニット責任者 三輪全三 

ユニット番号 ０１ 

開設時期 ３，４，５年 前期 

ユニットコマ数 

（授業コマ数＋試験コマ数） 
５＋０ 

授業形態 講義 

 以前にこのユニットを受講した学生は選択できません。 
 

学習目標（GIO）： 

学会発表や論文発表においてすぐれた評価を受けた研究を知り、受賞や特許取得の意義を理解する。 

 

到達目標（SBOｓ）： 

１）研究発表における受賞の意義を説明できる。 

２）独創的研究、先端医療技術について説明できる。 

３）特許取得制度とその出願方法について説明できる。 
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授業計画 

年 月 日 題目 ｺﾏ 担当者 場所 方法 
関連

SBOｓ 

24 4 12 独創的研究・先端医療技術 1 三輪全三
(小児歯科学分野) 講義室 講義 1-3 

 4 19 独創的研究・先端医療技術 1 青木 章 
(歯周病学分野) 講義室 講義 1-3 

 4 26 独創的研究・先端医療技術 1 金澤 学 
(全部床義歯補綴学分野) 講義室 講義 1-3 

 5 10 独創的研究・先端医療技術 1 山口 聡 
(顎顔面外科学分野) 講義室 講義 1-3 

 5 17 独創的研究・先端医療技術 1 渡 一平 
(顎顔面矯正学分野) 

講義室 講義 1-3 

評価方法： 

・レポートによる総括的評価を行う。 
 

ユニット試験の受験資格： 

・５回の授業のうち４回以上出席しなければならない。 

・受験資格を得られなかった学生はユニット未履修とし、次年度に当該ユニットを再履修しなければならない。 

 
担当教員の Office Hour： 
三輪全三 講師  月・水・木 16:30- 18:00  miwa.dohs@tmd.ac.jp 

 

 

ユニット情報 
ユニット名 選択コース 1-D: 明るい開業の道しるべ

ユニット責任者 川元龍夫 

ユニット番号 ０１ 
開設時期 ３，４，５年 前期

ユニットコマ数 

（授業コマ数＋試験コマ数） 
５＋０ 

授業形態 講義 

 以前にこのユニットを受講した学生は選択できません。 
 

学習目標（GIO）： 

歯科医院の開設に必要な会計、経営および法的事項の基礎について理解する。  

 

到達目標（SBOｓ）： 

１）歯科医院の開設に必要な事項について簡単に説明できる。 

２）開業医の資質について考え、そのためにどのような学習、修練が必要か洞察できる。 

３）自らが理想とする開業形態について計画し、その概要について説明できる。 

 

授業計画 

年 月 日 題目 ｺﾏ 担当者 場所 方法 
関連

SBOｓ

24 4 12 開業の手順 1 小島龍哉  
(株式会社ヨシダ) 

講義室 講義 1-3 

 4 19 歯科医院の収支 1 宮田威夫  
(株式会社モリタ) 

講義室 講義 1-3 

 4 26 医療訴訟 1 端山智弘 
(衆議院第二議員会館歯科診療室) 講義室 講義 1-3 

 5 10 歯科医師会とは 1 高橋秀直 
(日本歯科医師会学術・生涯研修委員会副委員長)

講義室 講義 1-3 
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 5 17 開業医の現実 1 辻 隆次 
(医療法人社団啓歯会理事長) 

講義室 講義 1-3 

評価方法： 

・レポートによる総括的評価を行う。 
 

ユニット試験の受験資格： 

・５回の授業のうち４回以上出席しなければならない。 

・受験資格を得られなかった学生はユニット未履修とし、次年度に当該ユニットを再履修しなければならない。 

 

担当教員の Office Hour： 
川元龍夫 講師  月・火・金  16:00- 17:00  t-kawamoto.mort@tmd.ac.jp 

 

 

ユニット情報 
ユニット名 選択コース 1-E: 多職種との連携・協働について考える 

ユニット責任者 遠藤圭子 

ユニット番号 ０１ 

開設時期 ３，４，５年 前期

ユニットコマ数 

（授業コマ数＋試験コマ数） 
５＋０ 

授業形態 講義 

 以前にこのユニットを受講した学生は選択できません 
 

学習目標（GIO）： 

歯科医師として他職種と協働するために、歯科保健・医療・福祉の場における専門職の種類、役割、業務内容を理

解する。 

 

到達目標（SBOｓ）： 
１） 歯科保健・医療・福祉における歯科医療従事者の活動を考える。 

２） 人の生活機能と障害、その背景を理解する。 

３） 地域における住民のネットワークづくり支援について考える。 

４） 病棟における看護師・歯科衛生士の役割を理解する。 

５） 高齢者支援のあり方と専門職種間の連携を理解する。 

 

授業計画 

年 月 日 題目 ｺﾏ 担当者 場所 方法
関連

SBOｓ

24 4 12 歯科保健医療従事者の活動の現状と課題 1
遠藤圭子 

（口腔保健学科准教授） 
講義室 講義 1 

 4 19 
人びとの生活の質を向上するための活動と

その意味 
1

坪井 真 
（口腔保健学科講師） 

講義室 講義 1,2 

 4 26 
地域保健における歯科保健活動 

-歯科医師・歯科衛生士の役割- 
1

渡辺洋子 
(江戸川区葛西健康サポートセンター) 

講義室 講義 1,3 

 5 10 
入院患者の口腔ケアにおける歯科衛生士の

役割 
1

白田千代子 
（口腔保健学科教授） 

講義室 講義 1,4 

 5 17 高齢者支援と歯科衛生士 1
白田千代子 

（口腔保健学科教授） 
講義室 講義 1,5 

評価方法： 

・レポートによる総括的評価を行う。 

 

ユニット試験の受験資格： 

・５回の授業のうち４回以上出席しなければならない。 

・受験資格を得られなかった学生はユニット未履修とし、次年度に当該ユニットを再履修しなければならない。 
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担当教員の Office Hour： 

遠藤圭子 准教授 (口腔保健学科)  火・木 17:00-18:00  usagi.aohc@tmd.ac.jp 

 

 

ユニット情報 
ユニット名 選択コース 1-F: アルクネットアカデミーを使用した医学英語入門 (1) 
ユニット責任者 森尾郁子 

ユニット番号 ０１ 

開設時期 ３，４，５年 前期

ユニットコマ数 

（授業コマ数＋試験コマ数） 
５＋０ 

授業形態 演習 
 

学習目標（GIO）： 

医学英語の基本的語彙と表現の学習を通して、医療の場で英語が使えるようになるにはどのような学習

が必要かを理解する。   

 

到達目標（SBOｓ）： 

１） アルクネットアカデミー２「医学英語入門」コースを適切に使用することができる。 

２） 医学英語の基本的語彙と表現を修得する。 

３） 自分にあった英語学習方法を見つけることができる。 

 

授業計画 

年 月 日 題目 ｺﾏ 担当者 場所 方法 関連 SBOｓ

24 4 12 Listening (1) -a 1 森尾郁子 
（歯学教育開発学分野）

第１講義室 演習 1-3 

 4 19 Listening (2) -a 1 森尾郁子 第４講義室 演習 1-3 

 4 26 Reading (1) -a 1 森尾郁子 第４講義室 演習 1-3 

 5 10 Reading (2) -a 1 森尾郁子 第４講義室 演習 1-3 

 5 17 Vocabulary (1)-a 1 森尾郁子 第４講義室 演習 1-3 

評価方法： 

・第 5 回目に行うテストによる。 

 

ユニット試験の受験資格： 

・５回の授業のうち４回以上出席しなければならない。 

・受験資格を得られなかった学生はユニット未履修とし、次年度に当該ユニットを再履修しなければならない。 

 

担当教員の Office Hour： 

森尾郁子 教授  木 16:30- 18:00  imorio.edev@tmd.ac.jp 

 

 

ユニット情報 （受講学生は 12 名以内とします） 
ユニット名 選択コース 1-G : 診療室・国際学会の英語 (初級) 

ユニット責任者 森尾郁子 

ユニット番号 ０１ 

開設時期 ３，４，５年 前期

ユニットコマ数 

（授業コマ数＋試験コマ数） 
５＋０ 

授業形態 演習 

内容が一部変わっていますので、以前にこのユニットを受講した学生も選択可能です。 
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学習目標（GIO）： 

歯科診療、国際学会発表で使われる表現（初級）を修得する。 

 

到達目標（SBOｓ）： 

１） 診療室での会話で英語が使用できる。 

２） 国際学会発表スライドを英語で説明できる。 

３） 発音に注意して会話ができる。 

 

授業計画 

年 月 日 題目 ｺﾏ      担当者      場所 方法 関連 SBOｓ

24 4 12 英会話―医療面接 1 関 奈央子 
（国際交流センター） 

歯学教育開発学分野

セミナー室   

 （Ｍ＆Ｄタワー７階） 

演習 1-3 

 4 19 英会話―治療説明一般 1 関 奈央子 同上 演習 1-3 

 4 26 英会話―保存・補綴 1 関 奈央子 同上 演習 1-3 

 5 10 学会発表の英語１ 1 関 奈央子 同上 演習 1-3 

 5 17 学会発表の英語２ 1 関 奈央子 同上 演習 1-3 

評価方法： 

・受講態度による。 

 

ユニット試験の受験資格： 

・５回の授業のうち４回以上出席しなければならない。 

・受験資格を得られなかった学生はユニット未履修とし、次年度に当該ユニットを再履修しなければならない。 

 

参考図書： 

  以下のような図書を推薦する。 

・英語で患者と話そう！part1  Thomas R. Ward 著  クインテッセンス出版株式会社 

・丸ごと覚える 歯科臨床英会話フレーズ集  川口陽子監著  クインテッセンス出版株式会社 
 

担当教員の Office Hour： 

森尾郁子 教授   木  16:30 - 18:00  imorio.edev@tmd.ac.jp 
 
 
ユニット情報（受講学生は 15 名以内とします） 
ユニット名 選択コース 1-H : Basic English Writing (1) 

ユニット責任者 森尾郁子 
ユニット番号 ０１ 

開設時期 ３，４，５年 前期

ユニットコマ数 

（授業コマ数＋試験コマ数） 
５＋０ 

授業形態 演習 
 

学習目標（GIO）： 

Students will have the opportunity to write on topics of interest to them with increasing fluency. 

 

到達目標（SBOｓ）： 

１） The learning and practice of strategies for writing clear and concise English. 

２） The ability to summarize an article and discuss its main points. 
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授業計画  

年 月 日 題目 ｺﾏ 担当者 場所 方法 関連 SBOｓ

24 4 12 Basic English Writing (1) 1 Kevin Cleary 
（国際交流センター） 

国際交流センター教室 

(1 号館 4 階) 
演習 1-2 

 4 19 Basic English Writing (2)  1 Kevin Cleary 同上 演習 1-2 

 4 26 Basic English Writing (3)  1 Kevin Cleary 同上 演習 1-2 

 5 10 Basic English Writing (4)  1 Kevin Cleary 同上 演習 1-2 

 5 17 Basic English Writing (5) 1 Kevin Cleary 同上 演習 1-2 

評価方法： 

・Classwork: Completion and the quality of work 

 

ユニット試験の受験資格： 

・５回の授業のうち４回以上出席しなければならない。 

・受験資格を得られなかった学生はユニット未履修とし、次年度に当該ユニットを再履修しなければならない。 

 

担当教員の Office Hour： 
森尾郁子 教授  木 16:30 - 18:00  imorio.edev@tmd.ac.jp 

 

 

ユニット情報（受講学生は 30 名以内とします） 
ユニット名 選択コース 1-I : 自分らしいキャリアを創るには ～医療者のキャリアデザイン①～

ユニット責任者 有馬牧子 

ユニット番号 ０１ 

開設時期 ３，４，５年 前期

ユニットコマ数 

（授業コマ数＋試験コマ数） 
５＋０ 

授業形態 講義 及び演習

 

学習目標（GIO）： 

キャリアや自己理解について学び、今後の具体的なキャリアプランの道筋を立てられるようにする。 

医療者として男女ともに多様なキャリアがあることを知り、男女共同参画の視点を培う。 

 
到達目標（SBOｓ）： 

１）キャリアの内容や、「自分らしいキャリアチャンス」の作り方を考える。 

２）キャリア形成に必要な「自己理解」を行い、自分の価値観について理解する。  

３）これまでのキャリアと現在のキャリアを振り返り、将来のキャリアをデザインできるようにする。 

４）将来の仕事と家庭との両立方法など、男女でキャリアについて考える。  

 

授業計画 

年 月 日 題目 ｺﾏ 担当者 場所 方法 関連 SBOｓ

24 4 12 キャリアとは 1 有馬牧子 
 (女性研究者支援室) 

歯学部演習室 

(３，４)  講義 1-4 

 4 19 自分の価値観を知ろう 1 有馬牧子 同上 演習 1-4 

 4 26 自分のキャリアを考えよう① 1 有馬牧子 同上 演習 1-4 

 5 10 自分のキャリアを考えよう② 1 有馬牧子 同上 演習 1-4 

 5 17 将来のキャリアをデザインしよう 1 有馬牧子 同上 演習 1-4 
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評価方法： 
・レポートによる総括的評価を行う。 

 
ユニット試験の受験資格： 
・５回の授業のうち４回以上出席しなければならない。 

・受験資格を得られなかった学生はユニット未履修とし、次年度に当該ユニットを再履修しなければならない。 

 

担当教員の Office Hour： 
有馬牧子 特任助教  月～金 13:00- 17:00  arima.ang@tmd.ac.jp 

 

 

ユニット情報 （受講学生は 30 名以内とします） 
ユニット名 選択コース 1-J： グローバルヘルスの潮流

ユニット責任者 吉田 丘 

ユニット番号 ０１ 
開設時期 ３，４，５年 前期

ユニットコマ数 

（授業コマ数＋試験コマ数） 
５＋０  （必要自習時間 ２時間） 

授業形態 講義 
  

学習目標（GIO）： 
グローバル・ヘルスの潮流とＪＩＣＡが行う国際保健協力ついて学ぶ。 

 

到達目標（SBOｓ）： 
１） 途上国を中心としたグローバル・ヘルスの概況を理解する。 

２） JICA が行う国際保健協力について理解する。 

３） 国際保健協力の実践として感染症対策について理解する。 

４） 国際保健協力の実践として母子保健について理解する。 

５） 国際保健協力の実践として保健システム強化について理解する。 

 

授業計画 

年 月 日 題目 ｺﾏ 担当者 場所 方法 関連 SBOｓ

24 4 12 
グローバルヘルスの潮流と日本の

国際保健政策 
1 

石井 羊次郎 
（独立行政法人 国際

協力機構） 

歯学部演習室 (１，２) 
 

講義 1,2 

 4 19 国際保健協力の実践：感染症対策 1 磯野 光夫 
（同上） 

同上 講義 3 

 4 26 国際保健協力の実践：母子保健 1 萩原 明子 
（同上） 

同上 講義 4 

 5 10 
国際保健協力の実践：保健システ 

ム強化 
1 萩原 明子 

（同上） 
同上 講義 5 

 5 17 コース総括：討議 1 石井 羊次郎 
（同上） 

同上 講義 1-5 

評価方法： 

・授業態度などを基に総合的評価を行う。 

 

ユニット試験の受験資格： 

・５回の授業のうち４回以上出席しなければならない。 

・受験資格を得られなかった学生はユニット未履修とし、次年度に当該ユニットを再履修しなければならない。 

  
担当教員の Office Hour： 
吉田 丘 特任教授  木  16:00- 17:00 qqq.yoshida.isc@tmd.ac.jp 
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ユニット情報  
ユニット名 選択コース 2-A: ロボットの世界

ユニット責任者 豊福 明 

ユニット番号 ０２ 
開設時期 ３，４，５年 前期

ユニットコマ数 

（授業コマ数＋試験コマ数） 
５＋０ 

授業形態 講義 

 以前にこのユニットを受講した学生は選択できません。 
 

学習目標（GIO）： 
ロボットに何ができ、 またどのように使用されているのか認識する。 

 

到達目標（SBOｓ）： 
１） 現在のロボットにどのようなことができるか説明できる。  

２） ロボットを使用することの意義について意見を述べられる。  

３） ロボットが活躍できる場を考え、その有用性について説明できる。 

 

授業計画 

年 月 日 題目 ｺﾏ 担当者 場所 方法
関連

SBOｓ

24 5 24 次世代ロボットの紹介 1 先川原正浩  
(千葉工業大学未来ロボット技術研究センター) 

保存・矯正

デモ室 
講義 1- 3

 5 31 咀嚼とロボット 1 高信英明 
(工学院大学機械システム工学部) 

保存・矯正

デモ室 講義 1- 3

 6 14 介護領域のロボット 1 関口史郎 
（かながわ福祉サービス振興会) 

保存・矯正

デモ室 講義 1- 3

 6 21 二足歩行ロボットを動かす 1 近藤博信 

 (株式会社近藤科学) 
保存・矯正

デモ室 講義 1- 3

 6 28 コミュニケーションロボット 1 鈴木純二 
 (三菱重工業機械鉄鋼事業部) 

歯科外来 

事務棟 4F  

演習室 
講義 1- 3

評価方法： 

・レポートによる総括的評価を行う。 

 

ユニット試験の受験資格： 

・５回の授業のうち４回以上出席しなければならない。 

・受験資格を得られなかった学生はユニット未履修とし、次年度に当該ユニットを再履修しなければならない。 

 

担当教員の Office Hour： 
豊福 明 教授  火・水 16:30- 18:00  toyoompm@tmd.ac.jp 

 

 

ユニット情報 
ユニット名 選択コース 2-B: 歯科医師の進路

ユニット責任者 倉林 亨 

ユニット番号 ０２ 

開設時期 ３，４，５年 前期

ユニットコマ数 

（授業コマ数＋試験コマ数） 
５＋０ 

授業形態 講義 

 以前にこのユニットを受講した学生は選択できません。 
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学習目標（GIO）： 
歯科医師として、将来の活躍の場に多様な選択肢のあることを認識する。  

 

到達目標（SBOｓ）： 
１） 歯科医師の活動とその社会的意義を説明できる。 

２） 進路を選択する上で、自らに必要な課題を抽出できる。 

３） 進路を選択する上で、自らの適性について評価できる。 

 

授業計画 

年 月 日 題目 ｺﾏ 担当者 場所 方法 
関連

SBOｓ

23 5 24 歯科勤務医 1 清水義一 
(しみず歯科医院) 講義室 講義 1-3 

 5 31 歯科開業医 1 1 中野由美子
(中成堂歯科医院開業) 講義室 講義 1-3 

 6 14 東大病院の歯科医師 1
須佐美隆史

(東京大学医学部附属病院顎口腔外科

歯科矯正歯科准教授)  
講義室 講義 1-3 

 6 21 歯科開業医 2  
(インプラント専門医)  1

菅井敏郎
(医療法人 UC 会 銀座 UC デンタルインプ

ラントセンター所長)   
講義室 講義 1-3 

 6 28 行政官 1 土屋律子
(葛飾区保健所健康推進課専門副参事)

講義室 講義 1-3 

評価方法： 

・レポートによる総括的評価を行う。 

 

ユニット試験の受験資格： 

・５回の授業のうち４回以上出席しなければならない。 

・受験資格を得られなかった学生はユニット未履修とし、次年度に当該ユニットを再履修しなければならない。 

 

担当教員の Office Hour： 
倉林 亨 教授  火・木 16:00- 17:00  kura.orad@tmd.ac.jp 

 

 

ユニット情報 

ユニット名 選択コース 2-C: 世界の歯科事情

ユニット責任者 鈴木聖一 
ユニット番号 ０２ 

開設時期 ３，４，５年 前期

ユニットコマ数 

（授業コマ数＋試験コマ数） 
５＋０ 

授業形態 講義 （東京医科歯科大学で学ぶ外国人留学生による平易な英語による講義） 
 

学習目標（GIO）： 

英語で行われる授業内容を理解する。 

世界各国の文化および歯科事情を学び，国際的な感覚を習得する。 

 
到達目標（SBOｓ）： 

１）英語で行われる授業の内容を理解し把握する。 

２）世界各国の歯科教育制度の違いについて説明できる。  

３）世界各国の社会医療制度の違いについて説明できる。 

４）世界各国の文化的背景の特徴について説明できる。  
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授業計画 

年 月 日 題目 ｺﾏ 担当者 場所 方法 関連 SBOｓ

24 5 24 世界の歯科事情 １ 1 外国人留学生 
 (本学大学院生) 講義室 講義 1-4 

 5 31 世界の歯科事情 ２ 1 外国人留学生 
 (本学大学院生) 講義室 講義 1-4 

 6 14 世界の歯科事情 ３ 1 外国人留学生 
 (本学大学院生) 講義室 講義 1-4 

 6 21 世界の歯科事情 ４ 1 外国人留学生 
 (本学大学院生) 講義室 講義 1-4 

 6 28 世界の歯科事情 ５ 1 外国人留学生 
 (本学大学院生) 講義室 講義 1-4 

評価方法： 
・レポートによる総括的評価を行う。 

 
ユニット試験の受験資格： 
・５回の授業のうち４回以上出席しなければならない。 

・受験資格を得られなかった学生はユニット未履修とし、次年度に当該ユニットを再履修しなければならない。 

 

担当教員の Office Hour： 
鈴木聖一 准教授  火・木 16:00- 17:00  s-suzuki.mort@tmd.ac.jp 

 

 

ユニット情報 
ユニット名 選択コース 2-D: 製品開発への途

ユニット責任者 三輪全三 

ユニット番号 ０２ 

開設時期 ３，４，５年 前期

ユニットコマ数 

（授業コマ数＋試験コマ数） 
５＋０ 

授業形態 講義 

 以前にこのユニットを受講した学生は選択できません。 
 

学習目標（GIO）： 
歯科関連器材が製品開発されるまでの過程を各企業の開発担当社から学び，臨床研究における産学連携の意義

を理解する。 

 

到達目標（SBOｓ）： 
１）どのようなニーズから製品開発プロジェクトが生まれるのか具体例を説明できる。 

２）機器や材料の製品開発までの過程を説明できる。 

3）産学連携における企業と大学の役割について説明できる。 

 

授業計画 

年 月 日 題目 ｺﾏ 担当者 場所 方法 関連 SBOｓ

24 5 24 製品開発への途１ 1 戸崎 敏 
(GC) 講義室 講義 1- 3 

 5 31 製品開発への途 2 1 岡上吉秀 

(モリタ製作所)   講義室 講義 1- 3 

 6 14 製品開発への途 3 1 常川勝由 
(日本歯科薬品) 講義室 講義 1- 3 

 6 21 製品開発への途 4 1 中嶋省志 
(本学特任講師) 講義室 講義 1- 3 

 6 28 製品開発への途 5 1 深澤太郎 
(株式会社ヨシダ)  講義室 講義 1- 3 
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評価方法： 

・レポートによる総括的評価を行う。 

 

ユニット試験の受験資格： 

・５回の授業のうち４回以上出席しなければならない。 

・受験資格を得られなかった学生はユニット未履修とし、次年度に当該ユニットを再履修しなければならない。 

 

担当教員の Office Hour： 
三輪全三 講師  月・水・木 16:30- 18:00   miwa.dohs@tmd.ac.jp 

 

 

ユニット情報 （受講学生は 30 名以内とします） 
ユニット名 選択コース 2-E： TMDU の海外拠点を理解し国際貢献を考える 

ユニット責任者 吉田 丘 

ユニット番号 ０２ 

開設時期 ３，４，５年 前期

ユニットコマ数 

（授業コマ数＋試験コマ数） 
５＋０  （必要自習時間 ２時間） 

授業形態 講義 
  

学習目標（GIO）： 
TMDU が行っている海外拠点を理解すると共にＪＩＣＡの行う草の根技術協力事業を考える。 

 

到達目標（SBOｓ）： 
１） チリ海外拠点の活動を理解する。 

２） ガーナ海外拠点の活動について理解する。 

３） タイ海外拠点の活動について理解する。 

４） ＪＩＣＡの行う草の根技術協力事業を理解する。 

５） カンボジアにおける草の根技術協力事業(口腔保健分野)について理解する。 

 

授業計画 

年 月 日 題目 ｺﾏ 担当者 場所 方法 関連 SBOｓ

24 5 24 チリ海外拠点について 1 吉田 丘 
（国際交流センター）

歯学部演習室 (１，２) 
 

講義 1 

 5 31 ガーナ海外拠点について 1 吉田 丘 同上 講義 2 

 6 14 タイ海外拠点について 1 吉田 丘 同上 講義 3 

 6 21 
ＪＩＣＡの草の根技術協力事業につい

て 
1 吉田 丘 同上 講義 4 

 6 28 
カンボジアにおける草の根技術協力

事業(口腔保健分野)について 
1 吉田 丘 同上 講義 5 

評価方法： 

・授業態度などを基に総合的評価を行う。 

 

ユニット試験の受験資格： 

・５回の授業のうち４回以上出席しなければならない。 

・受験資格を得られなかった学生はユニット未履修とし、次年度に当該ユニットを再履修しなければならない。 

  
担当教員の Office Hour： 
吉田 丘 特任教授  木  16:00- 17:00 qqq.yoshida.isc@tmd.ac.jp 
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ユニット情報 
ユニット名 選択コース 2-F： アルクネットアカデミーを使用した医学英語入門 (2) 

ユニット責任者 森尾郁子 

ユニット番号 ０２ 
開設時期 ３，４，５年 前期

ユニットコマ数 

（授業コマ数＋試験コマ数） 
５＋０ 

授業形態 演習 
 

学習目標（GIO）： 
医学英語の基本的語彙と表現の学習を通して、医療の場で英語が使えるようになるにはどのような学習が必要かを

理解する。  

 

到達目標（SBOｓ）： 
１） アルクネットアカデミー２「医学英語入門」コースを適切に使用することができる。 

２） 医学英語の基本的語彙と表現を修得する。 

３） 自分にあった英語学習方法を見つけることができる。 
 

授業計画 

年 月 日 題目 ｺﾏ 担当者 場所 方法 関連 SBOｓ

24 5 24 Listening (1) -b 1 森尾郁子 
（歯学教育開発学分野） 

第４講義室 演習 1-3 

 5 31 Listening (2)-b  1 森尾郁子 同上 演習 1-3 

 6 14 Reading (1) -b 1 森尾郁子 同上 演習 1-3 

 6 21 Reading (2) -b 1 森尾郁子 同上 演習 1-3 

 6 28 Vocabulary (1)-b 1 森尾郁子 同上 演習 1-3 

評価方法： 

・第 5 回目に行うテストによる。 

 

ユニット試験の受験資格： 

・５回の授業のうち４回以上出席しなければならない。 

・受験資格を得られなかった学生はユニット未履修とし、次年度に当該ユニットを再履修しなければならない。 

 

担当教員の Office Hour： 
森尾郁子 教授  木  16:30 - 18:00  imorio.edev@tmd.ac.jp 

 

 

ユニット情報（受講学生は 20 名以内とします） 
ユニット名 選択コース 2-G: Intensive Studies in Dental Terminology 

ユニット責任者 森尾郁子 

ユニット番号 ０２ 

開設時期 ３，４，５年 前期

ユニットコマ数 

（授業コマ数＋試験コマ数） 
５＋０ 

授業形態 演習 

内容が一部変わっていますので、以前にこのユニットを受講した学生も選択可能です。 
 

学習目標（GIO）： 

リーディングを通して専門用語（英語）の学習を目的とする。 
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到達目標（SBOｓ）： 

１） 歯学に関係する文章を読み、内容を把握できる。 

２） 歯学で使われる英単語を理解できる。 

 

授業計画 

年 月 日 題目 ｺﾏ 担当者 場所 方法 関連 SBOｓ

24 5 24 
 

Terminology 1 1 
関奈央子 

（国際交流センター） 

歯学教育開発学分野 

セミナー室    
（Ｍ＆Ｄタワー７階） 

演習 1-2 

 5 31 Reading 1  1 関奈央子 同上 演習 1-2 

 6 14 Terminology 2 1 関奈央子 同上 演習 1-2 

 6 21 Reading 2 1 関奈央子 同上 演習 1-2 

 6 28 Review/Terminology 3 1 関奈央子 同上 演習 1-2 

評価方法： 

・第 5 回目に行うテストによる。 

 

ユニット試験の受験資格： 

・５回の授業のうち４回以上出席しなければならない。 

・受験資格を得られなかった学生はユニット未履修とし、次年度に当該ユニットを再履修しなければならない。 

 

担当教員の Office Hour： 

森尾郁子 教授   木 16:30 - 18:00   imorio.edev@tmd.ac.jp 

 

 

ユニット情報 （受講学生は 15 名以内とします） 
ユニット名 選択コース 2- H： Basic English Writing (2)

ユニット責任者 森尾郁子 

ユニット番号 ０２ 

開設時期 ３，４，５年 前期

ユニットコマ数 

（授業コマ数＋試験コマ数） 
５＋０ 

授業形態 演習 
 

学習目標（GIO）： 

Students will have the opportunity to write on topics of interest to them with increasing fluency.   

 

到達目標（SBOｓ）： 

１） The learning and practice of strategies for writing clear and concise English. 

２） The ability to summarize an article and discuss its main points. 

 

授業計画 

年 月 日 題目 ｺﾏ 担当者 場所 方法 関連 SBOｓ

24 5 24 Basic English Writing (6) 1 Kevin Cleary 
（国際交流センター） 

国際交流センター 

教室（１号館４階） 
演習 1-2 

 5 31 Basic English Writing (7)  1 Kevin Cleary 同上 演習 1-2 

 6 14 Basic English Writing (8)  1 Kevin Cleary 同上 演習 1-2 

 6 21 Basic English Writing (9)  1 Kevin Cleary 同上 演習 1-2 

 6 28 Basic English Writing (10) 1 Kevin Cleary 同上 演習 1-2 

評価方法： 

・Classwork: Completion and the quality of work 
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ユニット試験の受験資格： 

・５回の授業のうち４回以上出席しなければならない。 

・受験資格を得られなかった学生はユニット未履修とし、次年度に当該ユニットを再履修しなければならない。 

 

担当教員の Office Hour： 
森尾郁子 教授  木 16:30 - 18:00  imorio.edev@tmd.ac.jp 

 

 
ユニット情報（受講学生は 30 名以内とします） 
ユニット名 選択コース 2- Ｉ:  キャリア up のためのコミュニケーション ～医療者のキャリアデザイン②～ 

ユニット責任者 有馬牧子 

ユニット番号 ０２ 

開設時期 ３，４，５年 前期

ユニットコマ数 

（授業コマ数＋試験コマ数） 
５＋０ 

授業形態 講義 及び演習

 

学習目標（GIO）： 

キャリアを作って行く上で必要な「コミュニケーション力」を身につけ、今後の人間関係やキャリア形成に役立てる。 

自分の将来の目標やゴールを考え、それを実現するための行動力を培う。 

患者さんとのコミュニケーションの取り方のヒントを学ぶ。 

 
到達目標（SBOｓ）： 

１）自分の物の見方やコミュニケーションのパターンを理解する。 

２）職場や家庭など、周囲とより良い人間関係を築くためのコミュニケーションスキルを学ぶ。 

３）自分にとってのモチベーションを考える。 

４）患者さんとのコミュニケーションの取り方や、医療カウンセリングについて考える。 

 

授業計画 

年 月 日 題目 ｺﾏ 担当者 場所 方法 関連 SBOｓ

24 5 24 自分の考え方のﾊﾟﾀｰﾝを知ろう① 1 有馬牧子 
 (女性研究者支援室) 

歯学部演習室 

(３，４)  講義 1-4 

 5 31 自分の考え方のﾊﾟﾀｰﾝを知ろう② 1 有馬牧子 同上 演習 1-4 

 6 14 コミュニケーション力を鍛えよう① 1 有馬牧子 同上 演習 1-4 

 6 21 コミュニケーション力を鍛えよう② 1 有馬牧子 同上 演習 1-4 

 6 28 患者さんとのコミュニケーション 1 有馬牧子 同上 演習 1-4 

評価方法： 
・レポートによる総括的評価を行う。 
 
ユニット試験の受験資格： 
・５回の授業のうち４回以上出席しなければならない。 

・受験資格を得られなかった学生はユニット未履修とし、次年度に当該ユニットを再履修しなければならない。 

 

担当教員の Office Hour： 
有馬牧子 特任助教  月～金 13:00- 17:00  arima.ang@tmd.ac.jp 
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モジュール情報 

モジュール名 課題統合セミナー 

モジュール責任者  （正）小野 卓史   （副）隅田 由香 

モジュール番号 ０７ 

開設時 ３年 後期、４年 後期、５年 前期 

モジュールコマ数 ６３（３） （必要自習時間 25 時間） 

 

学習目標（GIO) 

一つのテーマに沿ってさまざまな側面からの知識の整理を行い、より深い理解を行う。 

 

構成ユニット 

ﾕﾆｯﾄ番号 ユニット名 授業形態 

０１ 咀嚼と嚥下のバイオロジー 講義 

０２ 骨のバイオロジー 講義 

０３ ことばの世界 講義 

０４ オクルージョン 講義 

０５ 歯科と色 講義 

０６ 口唇裂口蓋裂 講義 

０７ 全人的総合診断 講義 

01、02 ユニットは３年次、03、04､05 ユニットは４年次、06、07 ユニットは５年次に行う。 

 

モジュールの単位判定 

 モジュールの単位を取得するためには、当該モジュール内の全てのユニットに合格していなければならない。なお、ユ

ニットの合格判定およびモジュールの単位判定に際しては、出席日数、提出レポート内容、及び平常学習態度等が評価に

加味される。また、複数学年にまたがるモジュールについては、歯学カリキュラム単位取得及び進級判定基準総則に示す

基準を併せて満たしていなければならない。 
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ユニット情報 

ユニット名 咀嚼と嚥下のバイオロジー 

ユニット責任者 泰羅 雅登 

ユニット番号 ０１ 

開設時期 3 年 後期 

ユニットコマ数 

（授業コマ数＋試験コマ数） 
8＋０  （必要自習時間 ５時間） 

授業形態 講義 

 

学習目標（GIO）： 

咀嚼・嚥下に関する知識を統合理解し、歯科医療における位置付けを確認する。 

 

到達目標（SBOｓ）： 

１）咀嚼・嚥下に関わる構造を説明できる。  

２）咀嚼・嚥下の機能を説明できる。  

３）咀嚼・嚥下の中枢制御機構を説明できる。 

４）咀嚼・嚥下に関わる構造および機能の食性による違いを理解する。 

５）摂食機能の発達過程を説明できる。 

６）摂食・嚥下障害の病態を理解する。 

 

授業計画 

年 月 日 題目 ｺﾏ 担当者 場所 方法 関連SBOｓ

24 10 25 咀嚼機能と中枢制御機構 1 泰羅 雅登 第2 講義室 講義 1，２，３，４

 11 1 咀嚼機能と末梢性調節機構 1 泰羅 雅登 第2 講義室 講義 1，２，３，４

  8 嚥下の神経機構 1 泰羅 雅登 第2 講義室 講義 1，２，３，４

  21 摂食・嚥下機構 2 井上    誠 　　　第2 講義室 講義 1，２，３，４

  29 摂食・嚥下障害 1 中根 綾子 第2 講義室 講義 ６ 

 12 6 摂食・嚥下障害 1 中根 綾子 第2 講義室 講義 ６ 

  13 摂食機能の生後発達 1 石川 雅章 第2 講義室 講義 ５ 

評価方法： 

・レポートによる総括的評価を行う。 

 

ユニット試験の受験資格： 

・全授業時間数のうち、３分の２以上出席していなければならない。 

 

参考資料： 

・摂食・嚥下のメカニズム，解剖，生理編（CD-ROM） 井出吉信．山田好秋監修，医歯薬出版 

・咀嚼する脳－咀嚼運動をコントロールする脳・神経の仕組み，中村嘉男著，医歯薬出版 

 

担当教員の Office Hour： 

泰羅 雅登 教授 （認知神経生物学分野） 随時（ただし必ず事前に連絡のこと） masato.cnb@tmd.ac.jp 
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ユニット情報 

ユニット名 骨のバイオロジー 

ユニット責任者 大谷啓一 

ユニット番号 ０２ 

開設時期 ３年 後期 

ユニットコマ数 

（授業コマ数＋試験コマ数） 
7＋０      （必要自習時間  5 時間）  

授業形態 講義 

 

学習目標（GIO）： 

骨のバイオロジーに関する知識を統合整理し、歯科医療における位置付けを確認する。  

 

到達目標（SBOｓ）： 

１） 骨芽細胞の機能を説明できる。 

２） 破骨細胞の機能を説明できる。 

３） 骨モデリング、リモデリングを説明できる。 

４） 骨・軟骨代謝に関わる生物学的調節因子とその連携を理解できる。 

５） 骨疾患の病態とその治療方法を理解できる。 

６） 骨発生の分子メカニズムを説明できる｡ 

 

授業計画 

年 月 日 題目 ｺﾏ 担当者 場所 方法 関連SBOｓ

25 1 7 骨芽細胞のバイオロジー １ 二藤 彰 第2 講義室 講義  １，３，４ 

  10 骨形成と発生のバイオロジー  １ 江面 陽一 第2 講義室 講義  １，３，４，６

  17 プロスタグランジンと骨のバイオロジー  １ 森田 育男 第2 講義室 講義 ４，５ 

  24 破骨細胞のバイオロジー １ 高柳 広  第2 講義室 講義  ２，３，５ 

  31 軟骨のバイオロジー １ 篠村 多摩之 第2 講義室 講義  ４ 

 2 7 骨病態のバイオロジー  １ 山口 朗  第2 講義室 講義  ４，５ 

  14 骨疾患薬物治療とバイオロジー １ 大谷 啓一 第2 講義室 講義  ２，３，５ 

評価方法： 

・課題に対するレポートによる総括的評価を行う。 

 

ユニット試験の受験資格： 

・全授業時間数のうち、３分の２以上出席していなければならない。 

 

参考資料： 

・Osteoimmunology: Interactions of the Immune and Skeletal Systems, San Diego, CA:ELSEVIER, 2010 

・Primer on the Metabolic Bone Diseases and Disorders of Mineral Metabolism, Seventh edition, ASBMR Societ, 2009 

・Connective Tissue and Its Heritable Disorders. (eds: Royce PM, Steinmamm B), 2nd ed, Wiley-Liss, New York, 2002 

・ 骨研究がわかる（羊土社） 
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担当教員の Office Hour： 

大谷啓一 教授 （硬組織薬理学分野）         月・火    16:00-18:00      kohya.hpha@tmd.ac.jp 

二藤彰 非常勤講師 （鶴見大学）                                 nifuji-a@tsurumi-u.ac.jp 

江面陽一 准教授 （分子薬理学）            木       17：00－18：00    ezura.mph@mri.tmd.ac.jp 

森田育男 教授 （分子細胞機能学分野）        月･金     18：00－19：00    morita.cell@tmd.ac.jp 

高柳広  教授 （分子情報伝達学分野）        月･金     16：00－17：00     taka.csi@tmd.ac.jp 

篠村多摩之 准教授 （硬組織再生学分野）      月・水・金  16：00 以降       t.shinomura.trg@tmd.ac.jp 

山口朗  教授 （口腔病理学分野）           木       16：30－18：00    akira.mpa@tmd.ac.jp 

 

ユニット情報 

ユニット名 ことばの世界  

ユニット責任者  隅田 由香 

ユニット番号 ０３ 

開設時期 ４年 後期 

ユニットコマ数 

（授業コマ数＋試験コマ数） 
５＋１ （必要自習時間 3 時間） 

授業形態 講義 

 

学習目標（GIO）： 

音、声、ことばという観点から歯科医療を検討することで知識の整理とさまざまな要因を説明できる。  

 

到達目標（SBOｓ）： 

１） 構音器官としての口腔の形態と機能を説明できる。 

２） 口腔外科治療とことばの問題を整理できる。 

３） ことばに関わる治療を行うために用いられる技術や手法を整理できる。 

４） 補綴治療とことばの問題を整理できる。 

５） 言語障害を概説できる。 

 

授業計画 

年 月 日 題目 ｺﾏ 担当者 場所 方法 関連SBOｓ 

25 1 10 解剖学から見たことば 1 佐藤 巌 第 3 講義室 講義 1・5 

 1 17 口腔外科とことば 1 佐藤 豊 第 3 講義室 講義 2・5 

 1 24 ことばの診断と治療への応用 1 伊福部 達 第 3 講義室 講義 3・5 

 1 31 補綴とことば・症例検討 
2 隅田由香・山城正司・

服部麻里子 
第 3 講義室 演習 4・5 

 2 7 筆記試験 1 各分野代表 第 3 講義室 試験  １，２，３，４，５

評価方法： 

・ユニット最終日に、筆記試験を行い、総括的評価を行う。  

 

ユニット試験の受験資格： 

・全授業時間数のうち、３分の２以上出席していなければならない。 
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参考資料： 

・ 声と言葉のしくみ 亀田和夫著 口腔保健協会  

・ 言語聴覚士に必要な歯科の知識 谷口尚 片倉伸郎 大野友久 隅田由香 インテルナ出版, 2007 

・ 顎顔面補綴の臨床 咀嚼・嚥下・発音の機能回復のために 編集 大山喬史 谷口尚， 医学情報社 

・ 音の福祉工学 伊福部達 コロナ社 1997 

・ Ａｃｏｕｓｔｉｃ ａｎａｌｙｓｉｓ ｏｆ Ｓｐｅｅｃｈ  Ray D  Kent.編 Singular publishing group INC 

 

担当教員の Office Hour： 

隅田 由香 講師 火・水・木 16:00-17:00 yuka.mfp@tmd.ac.jp 

 

 

ユニット情報 

ユニット名 オクルージョン 

ユニット責任者 小野卓史 

ユニット番号 ０４ 

開設時期 ４年 後期 

ユニットコマ数 

（授業コマ数＋試験コマ数） 
６＋１    （必要自習時間 3 時間） 

授業形態 講義 

 

学習目標（GIO）： 

咬合に関する知識を整理し、人の一生とともに俯瞰的に理解する。 

 

到達目標（SBOｓ）： 

１）乳歯の正常な萌出ならびに異常とそれに関与する因子を説明できる。  

２）乳歯列から混合歯列への正常な移行とその阻害因子を説明できる。  

３）混合歯列から永久歯列への正常な移行とその阻害因子を説明できる 

４）咬合の維持ならびに崩壊に関与する因子を説明できる。  

５）咬合と全身機能との関係を説明できる。  

６）咬合と顎機能異常との関連を説明できる。  

７）咬合治療におけるチームアプローチの重要性を具体的に述べることができる。  

 

授業計画 

年 月 日 題目 ｺﾏ 担当者 場所 方法 
関連

SBOｓ

25 １ 10 歯が生えるまで 1 

井上美津子 

（昭和大学教授・咬合機能矯正学 

非常勤講師） 

第3 講義室 講義 1 

 １ 17 乳歯列から混合歯列へ 1 
三輪全三 

（小児歯科学） 
第3 講義室 講義 2 

 １ 24 混合歯列から永久歯列へ 1 
松本芳郎 

（咬合機能矯正学） 
第3 講義室 講義 3 
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 1 31 高齢化（老化）と咬合 1 
水口俊介 

（全部床義歯補綴学） 
第3 講義室 講義 4 

 ２ 7 咬合と顎機能異常 1 
木野孔司 

（顎関節咬合学） 
第3 講義室 講義 4.5.67

 ２ 14 咬合と全身機能 1 
上野俊明 

（スポーツ医歯学） 
第3 講義室 講義 4.6 

 ２ 21 筆記試験 1  第3 講義室 講義 4.7 

評価方法： 

・講義中における観察記録、ならびにユニット最終回の筆記試験（平成25 年2 月21 日）により総括的評価を行う。 

 

ユニット試験の受験資格： 

・全授業時間数のうち、３分の２以上出席していなければならない。 

 

参考図書等：  

・咀嚼運動の生理学 中村嘉男著、医歯薬出版、東京、1998 

・テキストブック オクルージョン Mohl/Zarb/Carlsson/Rugh 共著、藍稔訳、クインテッセンス、東京、1993  

・入門咬合学（古谷野潔ほか、補綴臨床Practice Selection、医歯薬出版） 

・新編咬合学辞典（保母須美也、クインテッセンス出版） 

・全図解 顎関節症とかみ合わせの悩みが解決する本．健康ライブラリー図解シリーズ．講談社，東京，2011． 

・歯科技工別冊・図解咬合の基礎知識（五十嵐孝義・田村勝美、医歯薬出版） 

・オクルージョン・咬合治療の理論と臨床（覚道幸男・三谷春保・碑田豊治、医歯薬出版） 

・スポーツ歯学の臨床（大山喬史、医学情報社） 

・スポーツ歯科臨床マニュアル（日本スポーツ歯科医学会編，医学情報社） 

・Clinical Management of Head, Neck and TMJ Pain and Dysfunction（Gelb H, WB Saunders, 1985） 

・New Concepts in Craniomandibular and Chronic Pain Management（Gelb H, Mosby-Wolfe, 1994） 

担当教員の Office Hour： 

小野卓史 教授 月・水 16：00～17：30  t.ono.orts@tmd.ac.jp  

ユニット情報 

ユニット名  歯科と色 

ユニット責任者 大槻昌幸 

ユニット番号 ０５ 

開設時期 ４年 後期 

ユニットコマ数 

（授業コマ数＋試験コマ数） 
８＋０    （必要自習時間 ８時間） 

授業形態 講義 
 

学習目標（GIO）： 

歯科診療における色の効果について理解する。 
 

到達目標（SBOｓ）： 

１）色の基本的性質について説明できる。 
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２）口腔および顎顔面の色の特徴について説明できる。 

３）口腔および顎顔面の治療における色の果たす役割を説明できる。 

 

授業計画 

年 月 日 題目 ｺﾏ 担当者 場所 方法 関連SBOｓ

25 1 10 色の基本 1 飯田敏朗 第3 講義室 講義 1,2,3 

 1 17 直接法歯冠修復における色1 1 趙 永哲 第3 講義室 講義 2 

 1 24 直接法歯冠修復における色2 1 大槻昌幸 第3 講義室 講義 2 

 2 7 口腔粘膜・皮膚と色 1 山城正司 第3 講義室 講義 1 

 2 14 歯内療法と歯の変色 2 須田英明 第3 講義室 講義 3 

 2 21 間接法歯冠修復における色 2 三浦宏之 第3 講義室 講義 2 

評価方法： 

・小テストを適宜実施し、客観的評価を行う。 

・課題に対するレポートを提出し評価を行う。 

 

ユニット試験の受験資格： 

・全授業時間数のうち、３分の２以上出席していなければならない。 

・受験資格を得られなかった学生はユニット未履修とし、次年度に当該ユニットを再履修しなければならない。 

 

参考図書等 

・歯の色の話、日本歯科色彩学会編、1999 年、クインテッセンス 

・Fundamentals of color Shade matching and communication in esthetic dentistry 2nd ed、S.J.Chu, A 他、2010 年、Quintessence 

 

担当教員の Office Hour： 

大槻昌幸 准教授 月・火・木・金 17：00 以降 水 18：00 以降  otsuki.ope@tmd.ac.jp 

 

ユニット情報 

ユニット名 口唇裂口蓋裂 

ユニット責任者 小村 健 

ユニット番号 ０６ 

開設時期 ５年 前期 

ユニットコマ数 

（授業コマ数＋試験コマ数） 
９＋０ 

授業形態 講義 

 

学習目標（GIO）： 

口唇口蓋裂の病態ならびに治療法を理解する。  

 

到達目標（SBOｓ）： 

１） 口唇口蓋裂の発生と成因を説明できる。 

２） 口唇口蓋裂患者の言語の問題を述べることができる。 
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３） 各時期における外科治療について述べることができる。 

４） 顎発育障害および咬合不全に対する治療体系を説明できる。 

５） 口唇口蓋裂のチームアプローチの重要性を述べることができる。 

 

授業計画 

年 月 日 題目 ｺﾏ 担当者 場所 方法 関連SBOｓ

24 6 6 口唇口蓋裂の発生と成因 1 井関祥子（発生学） 第4 講義室 講義 １ 

 6 6 出生直後から口唇、口蓋形成術まで 

 

2 

 

落合 聡（小児歯科）

森田圭一（口腔外科）
第4 講義室 講義 ２，３，４，５

 6 19 幼児期・学童期の治療 

 

3 

 

壬生美智子（言語治療

外来）／森田圭一/馬場

祥之（矯正歯科） 

第4 講義室 講義 ２，３，４，５

 6 22 青少年期から成人までの治療 

 

3 

 

森田圭一/小川卓也（矯

正歯科）／ 隅田由香

（顎顔面補綴） 

第4 講義室 講義 ２，３，４，５

評価方法： 

・レポートによる総括的評価を行う。 

 

ユニット試験の受験資格： 

・全授業時間数のうち、３分の２以上出席していなければならない。 

 

参考資料： 

・高橋庄二郎：口唇裂・口蓋裂の基礎と臨床. 日本歯科評論社、東京、1996. 

・森口隆彦：口唇裂口蓋裂の総合治療. 克誠堂出版、東京、2003 

・ David S. Precious. : Cleft lip and palate: A physiological approach. Oral and Maxillofacial Surgery Clinics of North America. W. 

B. Saunders Co, Philadelphia, 12(3): 2000. 

担当教員の Office Hour： 

森田圭一 特任講師 木・金 16：00－17：00  keiichi.m.osur@tmd.ac.jp 
 
ユニット情報 

ユニット名 全人的総合診断 

ユニット責任者 荒木孝二 

ユニット番号 ０７ 

開設時期 ５年 前期 

ユニットコマ数 

（授業コマ数＋試験コマ数） 
１８＋１               （必要自習時間  9 時間） 

授業形態 講義・演習・実習 

 

学習目標（GIO）： 

口腔内診査の基本を理解するとともに、与えられた患者医療情報を全人的・総合的に分析することにより、正しい診断、治療
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法の選択、治療計画の立案について理解する。  

 

到達目標（SBOｓ）： 

１） 患者医療情報を正しく収集できる。 

２） 口腔内診査の基本が正しく実施できる。 

３） 患者医療情報を分類する。  

４） 患者医療情報から正しい診断を行う。  

５） 診断から治療法が選択できる。  

６） 患者中心の治療計画が立案できる。 

 

授業計画 

年 月 日 題目 ｺﾏ 担当者 場所 方法 関連SBOｓ

24 7 25 全人的総合診断 １ 3 
荒木孝二 

俣木志朗 
第４講義室 講義 3,4.5 

 7 25 全人的総合診断 ２ 3 
荒木孝二 

礪波健一 

松成淳一 

第４講義室 講義 3,4.5 

 7 26 全人的総合診断 ３ 3 
荒木孝二 

大山 篤 

 佐藤光生 

第４講義室 講義 3,4.5 

 7 
27 

30 

治療法の選択・治療計画 

の立案  演習* 

3 

荒木孝二、小田茂

秀島雅之、礪波健一

浜野英也、松成淳一

飯田浩司、佐野和信

1 号館西6 階

演習室 
講義・演習 1.3,4,5,6 

 7 
27 

30 
口腔診査実習* 3 

荒木孝二、小田茂 

新田浩、 大原里子 

秀島雅之、礪波健一

浜野英也、松成淳一

佐野和信 

1 号館西7 階

口腔保健学科 

実習室 

実習 2.3 

 7 
27 

30 
医療面接演習* 3 

荒木孝二、新田浩

大原里子、礪波健一

大山篤、 松成淳一 

飯田浩司、佐野和信

1 号館西6 階

演習室 
講義・演習 1.3. 

 ７ 31 筆記試験 1 荒木孝二 
第３、第４講義

室 
 1.2.3.4.5.6 

  *は３班体制でのグループ毎のローテーション演習・実習で実施 

 

評価方法： 

・原則として各授業のはじめと終わりにミニテストによる形成的評価を行う。 

・授業・演習・実習中の平常点、およびユニット最後の筆記試験（平成24 年7月31 日）により総括的に評価する。  

・グループローテーション演習・実習を休んだ場合は補習を必要とする。補習を受けなかった場合は総括評価を保留とする。 
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ユニット試験の受験資格： 

・全授業時間数のうち、３分の２以上出席していなければならない。 

・受験資格を得られなかった学生はユニット未履修とし、次年度に当該ユニットを再履修しなければならない。 

 

参考資料：  

・イラストレイテッド・クリニカル・デンティストリー①患者の診かたと歯科診療（黒崎紀正他偏、医歯薬出版､2001） 

・Evidence Based Dentistry (The Dental Clinics of North America, Vol. 46, No.1, 2002) 

・口と歯の病気マップ（齋藤力他編、医歯薬出版、2003） 

・迷ったときに見る口腔病変の診断ガイド（坂下英明・草間 薫、クインテッセンス出版、2003） 

・補綴臨床に必要な顎口腔の基礎知識（藍 稔、学建書院、2006）                 

・歯科診療のための内科（子島潤他編、永末書店、2007） 

・口腔癌の早期診断アトラス（天笠光雄他著、医歯薬出版、2008） 

 

担当教員の Office Hour： 

荒木孝二 教授  月～金 16:30-18:00 k.araki.gend@tmd.ac.jp 
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モジュール情報 

モジュール名 感染と生体防御 

モジュール責任者 （正）東 みゆき   （副）中川一路 

モジュール番号 ０８ 

開設時期 ３年 後期 

モジュールコマ数 ８４ （４）  （学生自習時間２０時間） 

 

学習目標（GIO） 

感染症の原因となる病原生物の性状および作用を学ぶとともに，生体防御機構を理解する。 

 

構成ユニット 

ユニット番号 ユニット名 授業形態 

０１ 感染と免疫概論 講義 

０２ 病原性細菌と感染症 講義・実習 

０３ 病原性ウイルスと感染症 講義・実習 

０４ 生体免疫応答 講義・実習 

 

モジュールの単位判定 

 モジュールの単位を取得するためには、当該モジュール内の全てのユニットに合格していなければならない。な

お、ユニットの合格判定およびモジュール単位判定に際しては、出席日数、提出レポート内容、及び平常学習態

度等が評価に加味される。また、当該モジュールの全ユニットにおける講義および実習総数のそれぞれ 3 分の 2

以上の出席が単位取得に必要である。 
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ユニット情報 

ユニット名 感染と免疫概論  

ユニット責任者 中川 一路 

ユニット番号 ０１ 

開設時期 ３年 後期 

ユニットコマ数      

(授業ｺﾏ数+試験ｺﾏ数) 
１４ + １ 

授業形態 講義 

 

学習目標（GIO）： 

感染と生体防御の基礎的機構を理解する。  

 

到達目標（SBOｓ）： 

１） 感染症と人類の歴史について概説できる。 

２） 微生物学の歴史を概説できる。 

３） 滅菌と消毒の意義と代表的な方法について原理を説明できる。 

４） 微生物の多様性について説明できる。 

５） 免疫学の歴史を概説できる。 

６） 微生物の生理代謝について説明できる。 

７） 細菌の構造について説明できる。 

８） 環境中の微生物分布や病原性微生物の侵入経路について説明できる。 

９） 人と微生物の共生について説明できる。 

１０） 血液の構成成分を列挙できる。 

１１） リンパ球循環について説明できる。 

１２） サイトカイン・ケモカインについて説明できる。  

１３） 血液・免疫系細胞の分化について説明できる。 

１４） 免疫細胞の種類が列挙でき、その機能が説明できる。 

１５） T・Bリンパ球の多様性の獲得と抗原認識のしくみが説明できる。 

１６） 化学療法と耐性獲得の仕組みについて説明できる。 

１７） 抗原提示細胞について説明できる。 

１８） 抗原特異的な免疫応答の成立を説明できる。 

 

授業計画 

年 月 日 題目 ｺﾏ 担当者 場所 方法 
関連SBO

ｓ 

24 11 20 感染症と微生物学の歴史 1 中川一路 第2講義室 講義 1,2,3

  20 微生物の多様性と分類 1 中川一路 第2講義室  講義 4 

  20 免疫システム概論 1 東みゆき 第2講義室  講義 1,5 

 11 27 環境と微生物(1) 1 丸山史人 第2講義室 
小テスト

講義 
6 

  27 環境と微生物(2) 1 丸山史人 第2講義室  講義  7 

 11 27 微生物の構造 1 中川一路 第2講義室 講義 8 

 12 4 微生物の病原因子 1 中川一路 第2講義室 
小テスト 

講義 
9 

 12 4 リンパ組織とリンパ球循環 1 東みゆき 第2講義室 講義 10,11,12
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 41.31,01 義講 室義講2第 子佳井岩1 胞細当担疫免 4 21

 12 11 リンパ球の分化と多様性の獲得 (I) 1 岩井佳子 第2講義室 
小テスト・ 

講義 
15 

 12 11 リンパ球の分化と多様性の獲得 (II) 1 岩井佳子 第2講義室 講義 15 

 12 17 化学療法と薬剤耐性 1 中川一路 第2講義室 
小テスト・

講義 
16 

  17 バイオセーフティの概念：滅菌と消毒 1 中川一路 第2講義室 講義 3,16 

  17 抗原提示細胞とMHC 1 東みゆき 第2講義室 講義 17,18 

 12  21 筆記試験 1

中川一路 

丸山史人 

東みゆき 

岩井佳子 

第2, 4講義室
　　（予定）

 筆記試験  

評価方法： 

・小テスト （4 回）により形成的評価を行う。 

・小テスト (30%) および平成 24 年 12 月 21 日に筆記試験 (70%) を行い、総括的評価を行う。 

 

ユニット試験の受験資格： 

・出席に関係なく履修者全員が受験資格を有す。ただし、当該モジュール全ユニット終了時において，当該モジュー

ル全ユニットの講義および実習総数のそれぞれ 3 分の 2 以上の出席を満たさなかった場合はモジュール未履修とな

り、次年度に当該モジュールを再履修しなければならない。 

 

参考図書等： 

・ 口腔微生物学・免疫学（医歯薬出版） 編集 浜田 茂幸 

・ 医科細菌学 笹川千尋、林哲也 編、 南江堂 

・Microbiology: Principles and Explorations, 7th Edition, Jacquelyn G. Black, Wiley Publishers. 

・標準微生物学、監修：山西 弘一、編集：平松 啓一／中込 治、 医学書院 

・リッピンコット シリーズ イラストレイテッド免疫学 丸善 （原書 Lippincott's Illustrated Reviews Immunology） 

・免疫学イラストレイテッド 原書第７版 南江堂 （原書 Immunology 7th Edition Mosby Elsevier） 

・分子細胞生物学 原書第５版 エルセビア出版 （原書 Cellular and Molecular Immunology, 6th Ed. Saunders） 

 

担当教員の Office Hour： 

中川一路 教授  月〜金   16:00 ～ 18:00    ichiro-n.bac@tmd.ac.jp 

丸山史人 准教授 月〜金   16:00 ～ 18:00    fumito-m.bac@tmd.ac.jp 

東みゆき 教授  月～金   16:00 ～ 18:00    miyuki.mim@tmd.ac.jp 

岩井佳子 准教授 月～金   16:00 ～ 18:00    iwai.mim@tmd.ac.jp 

 

ユニット情報 

ユニット名 病原性細菌と感染症 

ユニット責任者 中川一路 

ユニット番号 ０２ 

開設時期 ３年 後期 

ユニットコマ数      

(授業ｺﾏ数+試験ｺﾏ数) 
３３＋１ 

授業形態 講義・実習 
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学習目標（GIO）： 

感染予防と治療の基礎を、微生物の特性に着眼して理解するとともに、その方法と限界について知る。 

 

到達目標（SBOｓ）：  

１） 細菌の生活環について説明できる。 

２） 細菌の遺伝と形質転換について説明できる。 

３） バクテリオファージの特徴とその生活環について説明できる。 

４） 細菌の病原性について説明できる。 

５） 細菌の感染・発症にかかわる病原体側の因子、宿主側の因子、感染経路を説明できる。 

６） グラム陽性球菌について細菌学的特徴、感染症を説明できる。 

７） グラム陽性桿菌について細菌学的特徴、感染症を説明できる。 

８） グラム陰性球菌について細菌学的特徴、感染症を説明できる。 

９） グラム陰性桿菌について細菌学的特徴、感染症を説明できる。 

１０） 真菌感染症について説明できる。 

１１） 口腔フローラの成立過程を説明できる。 

１２） 歯垢の成立過程を理解し、バイオフィルムとしての歯垢を説明できる。 

１３） う蝕および歯周疾患に関与する細菌についてその発症過程と病原性因子を説明できる。 

１４） 口腔細菌により起こる全身疾患について説明できる。 

１５） 細菌の分離培養とその細菌の鑑別ができる。 

 

授業計画 

年 月 日 題目 ｺﾏ 担当者 場所 方法 関連 SBOｓ

25 1 7 細菌のライフサイクルと遺伝 1 丸山史人 第 2 講義室  講義 1 

 2  義講  室義講2第 人史山丸1 吸呼と謝代の菌細 7  

 1 8 細菌の遺伝子発現の制御 1 丸山史人 第 2 講義室 講義 3 

  8 プラスミドとトランスポゾン 1 丸山史人 第 2 講義室 講義 4, 5 

義講 室義講2第 人史山丸1 ジーァフオリテクバ 8   4, 5 

義講 室義講2第 路一川中1 性原病の菌細 9 1  5, 6, 7 

  9 細菌感染と感染の経路 1 中川一路 第 2 講義室 講義 5, 6, 7 

  9 グラム陽性菌と疾患とその感染症(1) 1 中川一路 第 2 講義室  講義 6, 7 

 1 11 グラム陽性菌と疾患とその感染症(2) 1 中川一路 第 2 講義室  講義 6, 7 

  11 グラム陽性菌と疾患とその感染症(3) 1 中川一路 第 2 講義室  講義 6, 7 

義講  室義講2第 路一川中1 明説習実 11   1〜15 

 1 18 実習 1：細菌の分離と同定  3
中川一路 

丸山史人 
基礎実習室  実習  15 

 1 21 グラム陰性菌と疾患とその感染症(1) 1 中川一路 第 2 講義室  講義 8, 9 

  21 グラム陰性菌と疾患とその感染症(2) 1 中川一路 第 2 講義室  講義 10 

  21 グラム陰性菌と疾患とその感染症(3) 1 中川一路 第 2 講義室  講義 10 

 1 22 口腔内フローラとバイオフィルム 1 中川一路 第 2 講義室  講義 6〜12 

  22 口腔内グラム陽性菌とその感染症 1 中川一路 第 2 講義室  講義 6, 7, 13, 14

  22 口腔内グラム陰性菌とその感染症 1 中川一路 第 2 講義室  講義 9, 10, 13, 14

 41，01 義講 室義講2第 路一川中1 症染感菌真 32 1 

 2 1 実習 2：細菌の分子生物学的実験（1） 3
中川一路 

丸山史人 
基礎実習室 実習 1〜15 

1  験試記筆 82 1 
中川一路 

丸山史人 
第 2, 4 講義室

（予定） 
筆記試験 1〜15 
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25 2 5 実習 3：細菌の分子生物学的実験（2） 2
中川一路 

丸山史人 
基礎実習室 実習 1〜15 

 2 12 実習 4：細菌の分子生物学的実験（3） 3
中川一路 

丸山史人 
基礎実習室 実習 1〜15 

 2 19 実習 5：細菌の分子生物学的実験（4） 3
中川一路 

丸山史人 
基礎実習室 実習 1〜15 

評価方法： 

・実習レポート(20%) および平成 25 年 1 月 28 日に筆記試験(80%)を行い、総括的評価を行う。 

 

ユニット試験の受験資格： 

・出席に関係なく履修者全員が受験資格を有す。ただし、当該モジュール全ユニット終了時において，当該モジュール

全ユニットの講義および実習総数のそれぞれ3分の2以上の出席を満たさなかった場合はモジュール未履修となり、次

年度に当該モジュールを再履修しなければならない。 

 

参考図書等： 

・口腔微生物学・免疫学（医歯薬出版） 編集 浜田 茂幸 

・Medical Microbiology and Infection at a Glance, Second Edition, Stephen Gillespie, Kathleen Bamford, and   

Hammersmith Hospital. Blackwell Publishing Group. 

・Microbiology: Principles and Explorations, 7th Edition, Jacquelyn G. Black, Wiley Publishers. 

・ 標準微生物学、監修：山西 弘一、編集：平松 啓一／中込 治、 医学書院 

・ 医科細菌学 笹川千尋、林哲也 編、 南江堂 

 

担当教員の Office Hour： 

中川一路 教授  月〜金   16:00 ～ 18:00    ichiro-n.bac@tmd.ac.jp 

丸山史人 准教授 月〜金   16:00 ～ 18:00    fumito-m.bac@tmd.ac.jp 

 

ユニット情報 

ユニット名 病原性ウイルスと感染症 

ユニット責任者 中川一路 

ユニット番号 ０３ 

開設時期 ３年 後期 

ユニットコマ数      

(授業ｺﾏ数+試験ｺﾏ数) 
１０＋１ 

授業形態 講義・実習 

 

学習目標（GIO）： 

ウイルスの構造と性状を学び，ウイルス感染症の病態を理解する。 

 

到達目標（SBOｓ）： 

１） ウイルスの形態，構造および分類について説明できる。 

２） ウイルスの増殖および感染の概略を説明できる。 

３） DNAウイルスとその感染症および予防法について説明できる。 

４） RNAウイルスとその感染症および予防法について説明できる。 

５） レトロウイルス（HIV，HTLV-I）とその感染症および予防法について説明できる。 

６） 肝炎ウイルスとその感染症と予防法について説明できる。 

７） ウイルス感染の予防と治療の基礎を説明できる。 
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授業計画 

年 月 日 題目 
コ

マ
担当者 場所 方法 関連 SBOｓ

25 1 23 ウイルスのライフスタイル 1 中川一路 第 2 講義室 講義 1 

  23 ウイルスの形態と構造 1 中川一路 第 2 講義室 講義 2 

 1 28 DNA ウイルスとその感染症（１） 1 中川一路 第 2 講義室 講義 3 

  28 DNA ウイルスとその感染症（2） 1 中川一路 第 2 講義室 講義 3，5 

 2 4 DNA ウイルスとその感染症（3） 1 中川一路 第 2 講義室 講義 3, 6 

  4 RNA ウイルスとその感染症（1） 1 中川一路 第 2 講義室 講義 4，5 

  4 RNA ウイルスとその感染症（2） 1 中川一路 第 2 講義室 講義 4, 6 

 2 5 実習：バクテリオファージの定量法 1 中川一路 基礎実習室 実習 1, 2, 7 

 2 6 RNA ウイルスとその感染症（3） 1 中川一路 第 2 講義室 講義 4, 5, 7 

  6 ウイルス疾患に対する感染制御 1 中川一路 第 2 講義室 講義 3, 7 

  6 ワクチンによるウイルス疾患の防御 1 中川一路 第 2 講義室 講義 3, 7 

 2 18 筆記試験 1 中川一路 第 2, 4 講義室 筆記試験 1〜7 

評価方法： 

・実習レポート(10%)および平成 25 年 2 月 18 日に筆記試験(90%)を行い、総括的評価を行う。 

 

ユニット試験の受験資格： 

・出席に関係なく履修者全員が受験資格を有す。ただし、当該モジュール全ユニット終了時において，当該モジュー

ル全ユニットの講義および実習総数のそれぞれ 3 分の 2 以上の出席総数の 3 分の 2 以上の出席を満たさなかった

場合はモジュール未履修となり、次年度に当該モジュールを再履修しなければならない。 

 

参考図書等： 

・口腔微生物学・免疫学（医歯薬出版） 編集 浜田 茂幸 

・標準微生物 山西弘一，平松啓一 編集 医学書院 

・医科ウイルス学 改訂第2版 大里外誉郎 編集 南光堂 

・Medical Microbiology, 24th Edition, Brooks GF, Butel JS, and Morse SA., Lange Medical Book/McGraw-Hill. 

 
担当教員の Office Hour： 

中川一路 教授  月〜金   16:00 ～ 18:00    ichiro-n.bac@tmd.ac.jp 
 
ユニット情報 

ユニット名 生体免疫応答 

ユニット責任者 東みゆき 

ユニット番号 ０４ 

開設時期 ３年 後期 

ユニットコマ数      

(授業ｺﾏ数+試験ｺﾏ数 
２３＋１ 

授業形態 講義・実習 

 

学習目標（GIO）： 

病原生物や様々な刺激に対して生体の免疫系がどのように応答するかを理解する。  
 

到達目標（SBOｓ）： 

１） 細胞性免疫と液性免疫が説明できる。 

２） T細胞の機能や特徴を説明できる。 
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３） B細胞の機能や特徴を説明できる。 

４） 免疫寛容について説明できる。  

５） 補体・抗体の役割について説明できる。 

６） 免疫関連疾患とその発症機序を説明できる。 

７） 自然免疫と適応免疫が説明できる。 

８） 細菌・ウイルスに対する免疫応答が説明できる。 

９） アレルギーの分類とその内容が説明できる。 

１０） 癌に対する免疫応答について説明できる。  

１１） 粘膜免疫の特徴について説明できる。 

 

授業計画 

年 月 日 題目 ｺﾏ 担当者 場所 方法 
関連

SBOs 

25 2 14 T リンパ球のエフェクター機能 1 東みゆき 第 2 講義室  講義 1,2 

  14 B リンパ球および抗体の役割 2 烏山一 第 2 講義室  講義 1,3 

 4 義講  室義講2第 きゆみ東1  容寛疫免 51 2 

 6,5  義講  室義講2第 きゆみ東1  疫免植移 51  

  15 感染免疫 (1)  1 東みゆき 第 2 講義室  講義  5,6,7,8 

 8,7,6,5 義講 室義講2第 きゆみ東1 )2( 疫免染感 81 2 

 8,7,6,5 義講 室義講2第 子佳井岩1 )3( 疫免染感 81  

 2 21 免疫学実習（１） 3

東みゆき、岩井佳子

大野建州、斉藤潔

伊東大典、塗谷達

朴今花、上條達央 

基礎実習室 実習  1,6,9 

 2 22 免疫学実習（２） 3
大野建州、東みゆき

岩井佳子 
基礎実習室 実習 1,6,9 

 6,5,4 義講 室義講2第 きゆみ東5.１ 疫免己自 52 2 

 9,6  義講  室義講2第 雄博関横5.1 ーギルレア 52  

 01  義講  室義講2第 きゆみ東5.1 疫免瘍腫 62 2 

 11,7  義講 室義講2第 宏 野清5.1 疫免膜粘 62  

  26 免疫学実習 (3)  3
大野建州、東みゆき

岩井佳子 

図書館情報検索

室・基礎実習室 
実習  1,6,9 

1  験試記筆 82 2 
東みゆき、岩井佳子

大野建州 
第 2, 4 講義室  

評価方法： 

・小テスト (4回) により形成的評価を行う。 

・小テスト (20%)、 レポート (20%) および平成25年2月28日に筆記試験 (60%) を行い、総括的評価を行う。 

 

ユニット試験の受験資格：  

・出席に関係なく履修者全員が受験資格を有す。ただし、当該モジュール全ユニット終了時において，当該モジュール

全ユニットの講義および実習総数のそれぞれ3分の2以上の出席を満たさなかった場合はモジュール未履修となり、次

年度に当該モジュールを再履修しなければならない。 

 

参考図書等： 

・リッピンコット シリーズ イラストレイテッド免疫学 丸善 （原書 Lippincott's Illustrated Reviews Immunology） 

・免疫学イラストレイテッド 原書第７版 南江堂 （原書 Immunology 7th Edition Mosby elsevier） 

・分子細胞生物学 原書第５版 エルセビア出版 （原書 Cellular and Molecular Immunology, 6th Ed. Saunders） 

 

 

（予定）  
筆記試験  
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担当教員のOffice Hour： 

東みゆき 教授  月～金 16:00 ～ 18:00    miyuki.mim@tmd.ac.jp 

岩井佳子 准教授 月～金 16:00 ～ 18:00    iwai.mim@tmd.ac.jp 

大野建州 助教  月～金 16:00 ～ 18:00    tohno.mim@tmd.ac.jp 
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モジュール情報 

モジュール名 歯科生体材料 

モジュール責任者 宇尾 基弘 

モジュール番号 ０９ 

開設時期 ３年 後期 

モジュールコマ数 ７１ （２）       （必要自習時間  １９時間） 

 
学習目標（GIO) 

歯科医療で使用される材料の物理化学的特性および生体や環境への影響，および成型法を理解する。 

 

構成ユニット 

ﾕﾆｯﾄ番号 ユニット名 授業形態

０１ 生体材料の科学 講義･実習

０２ 歯科生体材料の性質 講義･実習

０３ 歯科材料の成型技術と臨床 講義･実習

 

モジュールの単位判定 

 モジュールの単位を取得するためには、当該モジュール内の全てのユニットに合格していなければならない。な

お、ユニットの合格判定およびモジュールの単位判定に際しては、出席日数、提出レポート内容、及び平常学習態

度等が評価に加味される。また、当該モジュールの全ユニットにおける講義総数の３分の２，実習総数の４分の３

以上の出席が単位取得に必要である。 
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ユニット情報 

ユニット名 生体材料の科学 

ユニット責任者 塙 隆夫 

ユニット番号 ０１ 

開設時期 ３年 後期 

ユニットコマ数 

（授業コマ数＋試験コマ数） 
１５＋１       （必要自習時間  ５時間） 

授業形態 講義・実習 

 

学習目標（GIO）： 

歯科材料を含む生体材料を理解するための基礎として、材料科学の基本知識を修得する。 

 

到達目標（SBOｓ）： 

１） 材料の分類と特性について説明できる。 

２） 材料の力学的性質および試験法について説明できる。 

３） 金属材料の構造と基本的性質を説明できる。 

４） セラミック材料の構造と基本的性質を説明できる。 

５） 高分子材料の構造と基本的性質を説明できる。 

 

授業計画 

年 月 日 題目 ｺﾏ 担当者 場所 方法 関連 SBOｓ

25 1 7 
生体材料概論 

材料の力学的・物理的・化学的性質 
３ 塙 隆夫 第２講義室 講義 1, 2 

  10 高分子材料と歯科応用 ３ 由井伸彦 第２講義室 講義 5 

  15 セラミック材料と歯科応用 ３
山下仁大 

永井亜紀子
第２講義室 実習 4 

  16 金属材料と歯科応用 ３ 塙 隆夫 第２講義室 講義 3 

３ 験試料材 61  

野村直之 

土居 寿 

宇尾基弘 

基礎系実習室 講義 1, 2, 3 

    室義講２第 弘基尾宇 1 験試記筆 4 2

評価方法： 

・適宜小テスト等を行い、形成的評価を行う。 

・実習レポート(2 割)および平成 25 年 2 月 4 日筆記試験（８割）により、総括的評価を行う。 

 

試験の受験資格： 

・出席に関係なく履修者全員に受験資格を有する。ただし、当該モジュール全ユニット終了時において、当該モジュ

ール全ユニットの講義総コマ数の３分の２以上、実習総コマ数の４分の３以上出席を満たさなかった場合はモジュー

ル未履修とし、次年度に当該モジュールを再履修しなければならない。 

 

参考図書等： 

・スタンダード歯科理工学－歯科生体材料・歯科材料－ 第４版 (鈴木一臣 他監修、学建書院、2009） 

・コア歯科理工学（小倉 英夫 他監修、医歯薬出版、2008） 

・バイオマテリアルの基礎 (日本バイオマテリアル学会監修、日本医学館、2010） 

 

備考： 

・ユニット 1 の試験に不合格の者は次年度に当該ユニットを履修しなければならない。 

担当教員の Office Hour：塙 隆夫 教授 月・金 16:30-18:00   hanawa.met@tmd.ac.jp
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ユニット情報 

ユニット名 歯科生体材料の性質 

ユニット責任者 宇尾 基弘 

ユニット番号 ０２ 

開設時期 ３年 後期 

ユニットコマ数 

（授業コマ数＋試験コマ数） 
２２＋０．５         （必要自習時間  ６時間） 

授業形態 講義・実習 

 

学習目標（GIO）： 

各用途に使用される歯科生体材料の性質について、必要とされる特性との関連に基づき理解する。 

 

到達目標（SBOｓ）： 

１） 成形修復材料と接着について説明でき、適切に準備できる。 

２） 合着材、接着材の種類と性質を説明できる。 

３） コンポジットと硬質レジンについて説明できる。 

４） 印象材と模型材の種類と性質を説明でき、適切に準備できる。 

５） 歯科用合金について説明できる。 

６） インプラント材料、歯周治療用材料、その他の歯科治療用材料について説明できる。 

７） 歯質の機械的性質について説明できる。 

 

 

授業計画 
年 月 日 題目 ｺﾏ 担当者 場所 方法 関連 SBOｓ

25 1 23 
成形修復材料、合着材、接着の概

念 
３ 宇尾基弘 第２講義室 講義 1,2 

  24 成形修復と歯科用レジン ３ 

宇尾基弘 

高橋英和 

二階堂 徹

基礎系実習室 実習 1,2,3 

  25 コンポジットレジンと硬質レジン ３ 宇尾基弘 第２講義室 講義 1,3 

  28 印象採得と模型作製 ３ 

宇尾基弘 

高橋英和 

三浦宏之 

五十嵐順正

基礎系実習室 実習 4 

  29 歯科用合金 ３ 塙 隆夫 第２講義室 講義 5 

  30 印象材と模型材 ３ 高橋英和 第２講義室 講義 4 

  31 インプラント材料と歯周治療用材料 ２ 春日井昇平 第２講義室 講義 6 

  31 歯質の機械的性質 1 宇尾基弘 第２講義室 講義 ７ 

 2 28 筆記試験 0.5 宇尾基弘 第２講義室   

 

評価方法： 

・適宜小テスト等を行い、形成的評価を行う。 

・実習レポート(２割)および平成 25 年 2 月 28 日の筆記試験（８割）により、総括的評価を行う。 

 

試験の受験資格： 

・出席に関係なく履修者全員に受験資格を有する。ただし、当該モジュール全ユニット終了時において、当該モジュ

ール全ユニットの講義総コマ数の３分の２以上、実習総コマ数の４分の３以上出席を満たさなかった場合はモジュー

ル未履修とし、次年度に当該モジュールを再履修しなければならない。 
 
参考図書等： 
・スタンダード歯科理工学－歯科生体材料・歯科材料－ 第４版 (鈴木一臣 他監修、学建書院、2009） 
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・歯科理工学教育用語集 第２刷（小倉 英夫 他監修、医歯薬出版、2009） 
・臨床歯科理工学 (宮崎 隆 他監修、医歯薬出版、2006） 
・コア歯科理工学（小倉 英夫 他監修、医歯薬出版、2008） 
・Phillip’s Science of Dental Materials 11th ed. （Annusavice K, Saunders, 2003） 
 
備考： 
・ユニット 2，3 の試験に不合格の者は次年度に当該全ユニットを履修しなければならない。 
 
担当教員の Office Hour： 
宇尾 基弘 教授 月・火 16:30-18:00   uo.abm@tmd.ac.jp 
 
ユニット情報 

ユニット名 歯科材料の成型技術と臨床 

ユニット責任者 宇尾 基弘 

ユニット番号 ０３ 

開設時期 ３年 後期 

ユニットコマ数 

（授業コマ数＋試験コマ数） 
３４＋０．５     （必要自習時間  ８時間） 

授業形態 講義・実習 

 

学習目標（GIO）： 

歯科材料の成型加工技術を理解し、操作できるとともに、種々の臨床場面において適切な歯科材料を選択するため

に、組成・特性についての基礎知識を修得する。 

 

到達目標（SBOｓ）： 

１） 歯科で用いられている成形加工技術を説明できる。 

２） 歯科鋳造に用いる材料を説明でき，鋳造体を作製できる。 

３） 義歯床用材料の性質を説明でき，重合体を作製できる。 

４） 切削・研磨用器具について説明でき、研磨ができる。 

５） 修復材料、補綴材料、印象材、合着材の選択基準について説明できる。 

６） 歯科用陶材の物性と成形法について説明できる。 

７） 歯科用合金の熱処理と腐食挙動について説明できる。 

８） 歯科器材のクラス分類と認証・承認、生体材料の生体安全性について説明できる。 

 

授業計画 

年 月 日 題目 ｺﾏ 担当者 場所 方法 関連 SBOｓ

25 1 30 歯科鋳造に用いる材料 ３ 宇尾基弘 第２講義室 講義 １, 2 

  31 成型加工技術（鋳造・ろう付・CAD） ２ 宇尾基弘 第２講義室 講義 1, 2 

 2 4 修復材料の選択基準と歯質接着 ２ 二階堂徹 第２講義室 講義 1, 5 

  5 歯科鋳造１ ３ 

宇尾基弘 

高橋英和 

三浦宏之 

五十嵐順正

基礎系実習室 実習 2 

  7 歯科鋳造２ ３ 

宇尾基弘 

高橋英和 

三浦宏之 

五十嵐順正

補綴実習室 

鋳造室 
実習 2 

  8 義歯床用材料と重合 ３ 宇尾基弘 第２講義室 講義 3 
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０９ 歯科生体材料 

 

  13 レジンの重合 ３ 

宇尾基弘 

高橋英和 

水口俊介 

本郷敏雄 

基礎系実習室 実習 5 

  13 
印象材と合着材の選択基準 ２ 三浦宏之 

第２講義室 講義 5 
義歯材料の選択基準とメインテナンス １ 五十嵐順正

  18 レジンの重合 ３ 

宇尾基弘 

高橋英和 

水口俊介 

本郷敏雄 

基礎系実習室 実習 3 

  19 歯科用合金の腐食 ３ 宇尾基弘 第２講義室 講義 7 

  20 歯科用合金の熱処理 ２ 宇尾基弘 第２講義室 講義 7 

  20 切削と研磨 １ 宇尾基弘 第２講義室 講義 3 

  20 鋳造体とレジンの研磨と合着 ３ 

宇尾基弘 

高橋英和 

水口俊介 

本郷敏雄 

補綴実習室 実習 3，４ 

  21 
生体環境と生体材料の安全性 ２ 本郷敏雄 第２講義室 講義 8 

歯科器材のクラス分類と認証・承認 １ 原田直子 第２講義室 講義 8 

  25 
生体環境と生体材料の安全性 ２ 本郷敏雄 

第２講義室 講義 6 
歯科用陶材・セラミックス １ 宇尾基弘 

 2 28 筆記試験 0.5 宇尾基弘 第２講義室   

評価方法： 

・適宜小テスト等を行い、形成的評価を行う。 
・実習レポート(２割)および平成 25 年 2 月 28 日の筆記試験（８割）により、総括的評価を行う。 
 
試験の受験資格： 
・出席に関係なく履修者全員に受験資格を有する．ただし、当該モジュール全ユニット終了時において、当該モジュ

ール全ユニットの講義総コマ数の３分の２以上、実習総コマ数の４分の３以上出席を満たさなかった場合はモジュ

ール未履修とし、次年度に当該モジュールを再履修しなければならない。 
 
参考図書等： 
・スタンダード歯科理工学－歯科生体材料・歯科材料－ 第４版 (鈴木一臣 他監修、学建書院、2011） 
・歯科理工学教育用語集 第２刷（小倉 英夫 他監修、医歯薬出版、2009） 
・臨床歯科理工学 (宮崎隆 他監修、医歯薬出版、2006） 
・コア歯科理工学（小倉 英夫 他監修、医歯薬出版、2008） 
・Phillip’s Science of Dental Materials 11th ed. （Annusavice K, Saunders, 2003） 
 
備考： 
・ユニット 2,3 の試験に不合格の者は次年度に当該全ユニットを履修しなければならない。 
 
担当教員の Office Hour： 
宇尾 基弘 教授 月・火 16:30-18:00   uo.abm@tmd.ac.jp 

09　生体材料



─  97  ─

10　病理

１０ 病理 

モジュール情報 

モジュール名 病 理 

モジュール責任者  (正)山口 朗    (副)坂本 啓 

モジュール番号 １０ 

開設時期 ３年 後期 

モジュールコマ数 ９９ （６）  

 
学習目標（GIO) 

疾病の原因、病態に関する基本的知識を体系的に修得する。 

 

構成ユニット 

ﾕﾆｯﾄ番号 ユニット名 授業形態 

０１ 病理学序論 講義

０２ 先天異常と遺伝性疾患  講義

０３ 細胞傷害と物質代謝異常  講義・実習

０４ 増殖と再生  講義・実習

０５ 循環障害  講義・実習

０６ 炎症  講義・実習

０７ 腫瘍 講義・実習

０８ 口腔領域の病理 講義・実習

 

モジュールの単位判定 

 モジュールの単位を取得するためには、当該モジュール内の全てのユニットに合格していなければならない。な

お、ユニットの合格判定およびモジュールの単位判定に際しては、出席日数、提出レポート内容、及び平常学習態

度等が評価に加味される。また、複数学年にまたがるモジュールについては、歯学カリキュラム単位取得及び進

級判定基準総則に示す基準を併せて満たしていなければならない。 
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１０ 病理 

ユニット情報 

ユニット名 病理学序論 

ユニット責任者 山口 朗 

ユニット番号 ０１ 

開設時期 ３年 後期 

ユニットコ マ数 

（授業コマ数＋試験コマ数） 
１＋0/3 

授業形態 講義 

 

学習目標（GIO）：  

医学の一分野としての病理学の位置付け、特に基礎医学と臨床医学の中間に位置 し、医療に貢献する病理学的研究

の歴史、研究方法の進歩、疾患概念の変遷を理解し、臨床医学を学習する際に必要な基本的事項を修得する。 

 

到達目標（SBOｓ）： 

１）病理学の定義、成立の歴史について概説できる。 

２）病理学の研究領域、研究方法について概説できる。 

３）病理学と他の医療分野、特に臨床医学との関連について概説できる。 

 

授業計画 

年 月 日 題目 ｺﾏ 担当者 場所 方法 関連 SBOｓ

 3,2,1 義講 室義講１第 朗 口山 1 論序学理病 52 9 42

 12 3 ユニット 1-7 試験 0/3  第１講義室   

評価方法： 

・ユニット１～７について、まとめてユニット試験（平成２４年１２月３日）を行う。 

 

ユニット試験の受験資格： 

・ユニット１～７のユニット試験の受験資格は、講義部分の授業コマ数合計の３分の２以上と、実習部分の授業コマ数合

計の４分の３以上出席していなければならない。 

・受験資格を得られなかった学生はユニット１～７未履修とし、次年度に当該ユニットを再履修しなければならない。 

 

参考図書等：   

・標準病理学（第４版）、坂本 穆彦, 北川 昌伸, 仁木 利郎編 、医学書院 

・ロビンス 基礎病理学（原書８版） 豊國 伸哉、高橋 雅英 監訳、丸善出版 

・Basic Pathology-an Introduction to the Mechanisms of Disease, 3rd ed.(2003),  Sunil R. Lakhani, et al. Arnold, London. 

 

備考： 

・ユニット１～７試験に不合格の者は次年度に当該全ユニットを履修しなければならない。 

 

担当教員の Office Hour： 

山口 朗 教授 水 １６:３０ - １８:００ akira.mpa@tmd.ac.jp 

 

 

ユニット情報 

ユニット名 先天異常と遺伝性疾患 

ユニット責任者 飯村忠浩 

ユニット番号 ０２ 

開設時期 ３年 後期 

ユニットコマ数       

（授業コマ数＋試験コマ数） 
2＋0.1/3 

授業形態 講義 
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１０ 病理 

学習目標（GIO）： 

先天異常と遺伝性疾患に関する基本的事項と病理所見の特徴について理解する。  

 

到達目標（SBOｓ）： 

１） 先天異常の原因分類を説明できる。 

２） 大奇形、小奇形の定義と奇形相互の関連を説明できる。 

３） 病理学で重要な奇形を概説できる。 

４） 遺伝性疾患の原因分類を説明できる。 

５） 遺伝性疾患の診断法について説明できる。 

６） 病理学で重要な遺伝性疾患を概説できる。 

７） 発育異常の分類を説明できる。 

８） 病理学的に重要な発育異常を概説できる。 

 

授業計画 

年 月 日 題目 ｺﾏ 担当者 場所 方法 関連 SBOｓ

24 9 25 先天異常と遺伝疾患 2 飯村忠浩 第１講義室 講義 
1,2,3,4, 

5,6,7,8 

 12 3 ユニット 1-7 試験 0.1/3  第１講義室     

評価方法： 

・ユニット１～７について、まとめてユニット試験（平成２４年１２月３日）を行う。 

 

ユニット試験の受験資格： 

・ユニット１～７のユニット試験の受験資格は、講義部分の授業コマ数合計の３分の２以上と、実習部分の授業コマ数合 

計の４分の３以上出席していなければならない。 

・受験資格を得られなかった学生はユニット１～７未履修とし、次年度に当該ユニットを再履修しなければならない。 

 

参考図書等：   

・標準病理学（第４版）、坂本 穆彦, 北川 昌伸, 仁木 利郎編 、医学書院 

・ロビンス 基礎病理学（原書８版） 豊國 伸哉、高橋 雅英 監訳、丸善出版 

・Basic Pathology-an Introduction to the Mechanisms of Disease, 3rd ed.(2003),  Sunil R. Lakhani, et al. Arnold, London. 

 

備考： 

・ユニット１～７試験に不合格の者は次年度に当該全ユニッ トを履修しなければならない。 

 

担当教員の Office Hour： 

勝部憲一 講師 月・金 １６:００ - １７:３０  katsube.mpa@tmd.ac.jp   

山口 朗  教授   水    １６:３０ - １８:００   akira.mpa@tmd.ac.jp    

 

 

ユニット情報 

ユニット名 細胞傷害と物質代謝異常 

ユニット責任者 勝部憲一 

ユニット番号 ０３ 

開設時期 ３年 後期 

ユニットコマ数        

（増殖と授業コマ数＋試験コ
６＋ 0.3/3 

授業形態  講義・実習 

 

学習目標（GIO）： 

細胞傷害と物質代謝異常に関する基本事項と病理学的側面を理解する。 
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１０ 病理 

到達目標（SBOｓ）： 

１） 細胞傷害、組織傷害を組織学的に説明できる。 

２） 変性と萎縮の細胞学的メカニズムを概説できる。 

３） 変性と萎縮の代表例を説明できる。 

４） 壊死のメカニズムと代表例を説明できる。 

５） アポトーシスのメカニズムと病理に関連した代表例を説明できる。 

６） 糖質代謝障害が病理学的変化を起こす例について概説できる。 

７） 脂質代謝異常、アミノ酸代謝異常が病理学的変化を起こす例について概説できる。 

 

授業計画 

年 月 日 題目 ｺﾏ 担当者 場所 方法 関連 SBOｓ

24 10 2 細胞傷害と組織傷害 1 勝部憲一 第１講義室 講義 1,2,3,4,5 

 10 2 変性・萎縮と壊死・ アポトーシス 2 勝部憲一 第１講義室 講義・実習 12,3,4,5 

 10 3 代謝障害の病理 3 勝部憲一 第１講義室 講義・実習 6,7 

 12 3 ユニット 1-7 試験 0.3/3  第１講義室     

評価方法： 

・ユニット１～７について、まとめてユニット試験（平成２４年１２月３日）を行う。 

 

ユニット試験の受験資格： 

・ユニット１～７のユニット試験の受験資格は、講義部分の授業コマ数合計の３分の２以上と、実習部分の授業コマ数合

計の４分の３以上出席していなければならない。 

・受験資格を得られなかった学生はユニット１～７未履修とし、次年度に当該ユニットを再履修しなければならない。 

 

参考図書等： 

・標準病理学（第４版）、坂本 穆彦, 北川 昌伸, 仁木 利郎編 、医学書院 

・ロビンス 基礎病理学（原書８版） 豊國 伸哉、高橋 雅英 監訳、丸善出版 

・Basic Pathology-an Introduction to the Mechanisms of Disease, 3rd ed.(2003),  Sunil R. Lakhani, et al. Arnold, London. 

 

備考： 

・ユニット１～７試験に不合格の者は次年度に当該全ユニッ トを履修しなければならない。 

 

担当教員の Office Hour：  

勝部憲一　講師　月・金 １６:００ - １７:３０  katsube.mpa@tmd.ac.jp   

山口　 朗　教授　水      １６:３０ - １８:００  akira.mpa@tmd.ac.jp    

 

 

ユニット情報 

ユニット名 増殖と再生 

ユニット責任者 坂本 啓 

ユニット番号 ０４ 

開設時期 ３年 後期  

ユニットコマ数        

（授業コマ数＋試験コマ数） 
６＋ 0.4/3 

授業形態  講義・実習 

 

学習目標（GIO）： 

増殖と再生に関する基本事項と病理学的側面を理解する。 
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１０ 病理 

到達目標（SBOｓ）： 

１） 肥大・過形成について相違を説明できる。 

２） 化生とその例を説明できる。 

３） 炎症と修復について説明できる。 

４） 肉芽組織とその形成から転帰までを説明できる。 

５） 各器官ごとの増殖と再生に関する特徴を説明できる。 

６） 各器官ごとの炎症と修復の特徴を説明できる。 

７） 再生医療の基礎について概説できる。 

８） 増殖と腫瘍の関係について説明できる。 

 

授業計画 

年 月 日 題目 ｺﾏ 担当者 場所 方法 関連 SBOｓ

室義講１第 啓 本坂 1 変病性行進 5 01 42  講義 1,2,3,4 

 10 5 進行性病変の各器官ごとの特徴(1) 2 坂本 啓 第１講義室 講義・実習 5,6 

 6,5 習実・義講 室義講１第 啓 本坂 1 復修と殖増 9 01 

 10 9 進行性病変の各器官ごとの特徴(2) 2 坂本 啓 第１講義室 講義・実習 7,8 

 12 3 ユニット 1-7 試験 0.4/3  第１講義室   

評価方法： 

・ユニット１～７について、まとめてユニット試験（平成２４年１２月３日）を行う。 

 

ユニット試験の受験資格： 

・ユニット１～７のユニット試験の受験資格は、講義部分の授業コマ数合計の３分の２以上と、実習部分の授業コマ数合

計の４分の３以上出席していなければならない。 

・受験資格を得られなかった学生はユニット１～７未履修とし、次年度に当該ユニットを再履修しなければならない。 

 

参考図書等： 

・標準病理学（第４版）、坂本 穆彦, 北川 昌伸, 仁木 利郎編 、医学書院 

・ロビンス 基礎病理学（原書８版） 豊國 伸哉、高橋 雅英 監訳、丸善出版 

・Basic Pathology-an Introduction to the Mechanisms of Disease, 3rd ed.(2003),  Sunil R. Lakhani, et al. Arnold, London. 

 

備考： 

・ユニット１～７試験に不合格の者は次年度に当該全ユニットを履修しなければならない。 

 

担当教員の Office Hour：  

坂本 啓 助教 月 - 金 １６:００ - １７:００　　　s-kei.mpa@tmd.ac.jp  

山口 朗 教授 水      　１６:３０ - １８:００　　　akira.mpa@tmd.ac.jp    

 

 

ユニット情報 

ユニット名 循環障害 

ユニット責任者 坂本 啓 

ユニット番号 ０５ 

開設時期 ３年 後期 

ユニットコマ数        

（授業コマ数＋試験コマ数） 
６＋ 0.4/3 

授業形態 講義・実習 

 

学習目標（GIO）： 

循環障害の基本的事項を理解する。 
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１０ 病理 

到達目標（SBOｓ）： 

１） 浮腫、充血、うっ血、出血の原因と転帰について説明できる。 

２） 血栓の成り立ちと血栓症の原因、転帰について説明できる。 

３） 塞栓症、梗塞の原因と種類、転帰について説明できる。 

４） ショックの原因と種類、転帰について説明できる。 

５） 傍側循環について説明できる。 

６） 血圧の異常について概説できる。 

７） 循環障害について病理組織学的に説明できる。 

 

授業計画 

年 月 日 題目 ｺﾏ 担当者 場所 方法 関連 SBOｓ

 7-1 習実・義講 室義講１第 啓 本坂 3 礎基の害障環循 11 01 42

 3,2,1 習実・義講 室義講１第 啓 本坂 3 例実の害障環循 61 01 

 12 3 ユニット 1-7 試験 0.4/3  第１講義室   

評価方法： 

・ユニット１～７について、まとめてユニット試験（平成２４年１２月３日）を行う。 

 

ユニット試験の受験資格： 

・ユニット１～７のユニット試験の受験資格は、講義部分の授業コマ数合計の３分の２以上と、実習部分の授業コマ数合

計の４分の３以上出席していなければならない。 

・受験資格を得られなかった学生はユニット１～７未履修とし、次年度に当該ユニットを再履修しなければならない。 

 

参考図書等： 

・標準病理学（第４版）、坂本 穆彦, 北川 昌伸, 仁木 利郎編 、医学書院 

・ロビンス 基礎病理学（原書８版） 豊國 伸哉、高橋 雅英 監訳、丸善出版 

・Basic Pathology-an Introduction to the Mechanisms of Disease, 3rd ed.(2003),  Sunil R. Lakhani, et al. Arnold, London. 

 

備考： 

・ユニット１～７試験に不合格の者は次年度に当該全ユニットを履修しなければならない。 

 

担当教員の Office Hour： 

坂本 啓 助教 月 - 金 １６:００ - １７:００　　s-kei.mpa@tmd.ac.jp  

山口 朗 教授   水      １６:３０ - １８:００　　akira.mpa@tmd.ac.jp    

 

 

ユニット情報 

ユニット名 炎症 

ユニット責任者 山口 朗 

ユニット番号 ０６ 

開設時期 ３年 後期 

ユニットコマ数        

（授業コマ数＋試験コマ数） 
１８＋ 0.9/3 

授業形態 講義・実習 

 

学習目標（GIO）： 

炎症の定義、形態学的特徴、生化学的変化、臨床経過など、基本的事項についての知識を習得し、それらの事項につ

いて十分に理解する。 

 

到達目標（SBOｓ）： 

１） 炎症の定義、形態学的分類、経時的変化について説明できる。 
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１０ 病理 

２） 炎症の形態的変化に関係する生化学的、分子生物学的変化について説明できる。 

３） 炎症による組織変化を理解し、炎症性細胞の種類、機能、免疫学的特徴を説明できる。 

４） 特異性炎について理解し、その代表的疾患の病理像について説明できる。 

５） ウイルス感染症のうち代表的疾患について、その病因および臨床病態を説明できる。 

６） 敗血症について説明できる。  

 

授業計画 

年 月 日 題目 ｺﾏ 担当者 場所 方法 関連 SBOｓ

朗 口山 3 義定の症炎 91 01 42 第１講義室 講義・実習 1,2,3 

朗 口山 3 類分の症炎 32 01 第１講義室 講義・実習 1,2,3 

 10 24 炎症性疾患Ⅰ 3 山口 朗 第１講義室 講義・実習 3,4,5 

 10 25 炎症性疾患Ⅱ 3 山口 朗 第１講義室 講義・実習 3,4,5,6 

 10 朗 口山 3 Ⅰ理病疫免 03 第１講義室 講義・実習 1,2,3 

 11 朗 口山 3 Ⅱ理病疫免 1 第１講義室 講義・実習 1,2,3 

 12 3 ユニット 1-7 試験 0.9/3  第１講義室   

評価方法： 

・ユニット１～７について、まとめてユニット試験（平成２４年１２月３日）を行う。 

 

ユニット試験の受験資格： 

・ユニット１～７のユニット試験の受験資格は、講義部分の授業コマ数合計の３分の２以上と、実習部分の授業コマ数合

計の４分の３以上出席していなければならない。 

・受験資格を得られなかった学生はユニット１～７未履修とし、次年度に当該ユニットを再履修しなければならない。 

 

参考図書等：  

・標準病理学（第４版）、坂本 穆彦, 北川 昌伸, 仁木 利郎編 、医学書院 

・ロビンス 基礎病理学（原書８版） 豊國 伸哉、高橋 雅英 監訳、丸善出版 

・Basic Pathology-an Introduction to the Mechanisms of Disease, 3rd ed.(2003),  Sunil R. Lakhani, et al. Arnold, London. 

 

備考： 

・ユニット１～７試験に不合格の者は次年度に当該全ユニッ トを履修しなければならない。 

 

担当教員の Office Hour：  

山口 朗  教授      水      １６:３０ - １８:００   akira.mpa@tmd.ac.jp    

 

 

ユニット情報 

ユニット名 腫瘍 

ユニット責任者 山口 朗 

ユニット番号 ０７ 

開設時期 ３年 後期 

ユニットコマ数        

（授業コマ数＋試験コマ数） １８＋0.9/3 

授業形態 講義・実習 

 

学習目標（GIO）： 

腫瘍の基本的事項を理解する。 
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１０ 病理 

 

到達目標（SBOｓ）： 

１） 腫瘍の定義と分類について説明できる。 

２） 腫瘍の広がりかた、進行度について説明できる。 

３） 腫瘍発生の原因を説明できる。 

４） 癌の診断、進展、予後について概説できる。 

５） 癌の疫学について概説できる。 

６） 発生頻度の高い腫瘍について、病理組織学的に説明できる。 

 

授業計画 

年 月 日 題目 ｺﾏ 担当者 場所 方法 関連 SBOｓ

24 10 31 腫瘍の病因とその分類（１） 3 山口 朗 第１講義室 講義 1,2 

 11 6 腫瘍の病因とその分類（２） 3 山口 朗 第１講義室 講義 3,4 

 11 7 癌の進展（浸潤と転移） 3 

山口 朗 

米田俊之 

今村健志 

第１講義室 講義 5,6 

 11 13 癌の疫学、癌研究の現状 3 山口 朗 第１講義室 講義・実習 5,6 

 6,5 習実・義講 室義講１第 朗 口山 3 Ⅰ討検例症 41 11 

 
 3 Ⅱ討検例症 61 11

山口 朗 

出雲俊之 
第１講義室 講義・実習 5,6 

 12 3 ユニット 1-7 試験 0.9/3  第１講義室     

評価方法： 

・ユニット１～７について、まとめてユニット試験（平成２４年１２月３日）を行う。 

 

ユニット試験の受験資格： 

・ユニット１～７のユニット試験の受験資格は、講義部分の授業コマ数合計の３分の２以上と、実習部分の授業コマ数合  

計の４分の３以上出席していなければならない。 

・受験資格を得られなかった学生はユニット１～７未履修とし、次年度に当該ユニットを再履修しなければならない。 

 

参考図書等： 

・標準病理学（第４版）、坂本 穆彦, 北川 昌伸, 仁木 利郎編 、医学書院 

・ロビンス 基礎病理学（原書８版） 豊國 伸哉、高橋 雅英 監訳、丸善出版 

・Basic Pathology-an Introduction to the Mechanisms of Disease, 3rd ed.(2003),  Sunil R. Lakhani, et al. Arnold, London. 

 

備考： 

・ユニット１～７試験に不合格の者は次年度に当該全ユニッ トを履修しなければならない。 

 

担当教員の Office Hour：  

山口 朗 教授 水 １６:３０ - １８:００   akira.mpa@tmd.ac.jp  

 

 

ユニット情報 

ユニット名 口腔領域の病理 

ユニット責任者 山口 朗 

ユニット番号 ０８ 

開設時期 ３年 後期 

ユニットコマ数        

（授業コマ数＋試験コマ数） 
３３＋３ 

授業形態  講義・実習 
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１０ 病理 

学習目標（GIO）： 

口腔領域に生じる主な疾患の病因、病理発生、病理像について理解する。 

 

到達目標（SBOｓ）： 

１） 歯牙硬組織病変の臨床像と病理像について説明できる。 

２） 歯髄炎の病理像について説明できる。 

３） 歯周炎の病理像について説明できる。 

４） 口腔領域の奇形について、その臨床像と病理像を説明できる。 

５） 口腔粘膜病変の主なものについて、その病因と病理像を説明できる。 

６） 顎骨、顎関節疾患の主なものについて、その病因と病理像を説明できる。 

７） 唾液腺疾患の主なものについて、その病因と病理像を説明できる。 

８） 全身疾患に伴う口腔病変について、その臨床像と病理像を説明できる。 

 

授業計画 

年 月 日 題目 ｺﾏ 担当者 場所 方法 関連 SBOｓ

24 12 7 歯牙、歯髄炎、歯周炎の病理 2 山口 朗 第１講義室 講義 1,2,3 

 室義講１第 一憲部勝1 形奇の域領腔口 7 21 講義 4 

 12 10 口腔粘膜病変（非腫瘍性） 3 山口 朗 第１講義室 講義・実習 5,8 

25 1 8 口腔粘膜病変（非腫瘍性） 3 山口 朗 第１講義室 講義・実習 5 

 1 9 口腔粘膜病変（腫瘍性） 3 山口 朗 第１講義室 講義・実習 5 

 1 15 3 胞嚢の域領腔口 勝部憲一 第１講義室 講義・実習 6 

 1 21 3 瘍腫性原歯 坂本 啓 第１講義室 講義・実習 6 

 1 22 3 瘍腫性原歯 坂本 啓 第１講義室 講義・実習 6 

 1 29 習実・義講 室義講１第 一憲部勝3 変病の骨顎  6 

 2 6 唾液腺の非腫瘍性病変 3 山口 朗 第１講義室 講義・実習 7 

 2 12  7 習実・義講 室義講１第 朗 口山3 瘍腫腺液唾

 3 1      室義講１第 3 験試8トッニユ

評価方法： 

・ユニット 8 について、平成２５年３月１日にユニット 8 試験を行う。 

 

ユニット試験の受験資格： 

・ユニット 8 のユニット試験の受験資格は、ユニット 8 の講義部分の授業コマ数合計の３分の２以上と、実習部分の授業

コマ数合計の４分の３以上出席していなければならない。 

・受験資格を得られなかった学生はユニット 8 未履修とし、次年度に当該ユニットを再履修しなければならない。 

 

参考図書等： 

・Oral Pathology: J. A. Regezi and J. J. Sciubba,  W. B. Saunders Co, 2003（参考：各自で購入することを薦める） 

・Diagnostic Surgical Pathology of the Head and Neck, Gnepp, D. R., Saunders Co.2009（参考） 

・口腔病理アトラス第 2 版 髙木實編、文光堂（参考：各自で購入することを薦める） 

・口腔病理学Ｉ，ＩＩ、石川梧朗監修、永末書店（参考） 

・Oral and Maxillofacial Pathology, 3rd edition: Neville, Damm, Allen, Bouquot, Saunders 

 

備考： 

・ユニット 8 試験に不合格の者は、次年度ユニット 8 を履修しなければならない。 

 

担当教員の Office Hour：  

山口　朗　 教授　　水　　　　１６:３０ - １８:００　akira.mpa@tmd.ac.jp  

勝部憲一　講師    月・金　　１６:００ - １７:３０　katsube.mpa@tmd.ac.jp 

坂本　啓　 助教　　月-金　  １６:００ – １７:００　s-kei.mpa@tmd.ac.jp 
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１１ 臨床体験実習１ 

モジュール情報 

モジュール名 臨床体験実習１ 

モジュール責任者 新田 浩 

モジュール番号 １１ 

開設時期 ３年 前期、後期 

モジュールコマ数 ５2（０） 

 
学習目標（GIO) 

将来の歯科医師としての自覚を 高めるために、歯科臨床の現場を体験することを通じて基礎科目と臨床科目の

関連性を理解し、歯科医療に必要な基本的な態度、技能、知識を身につける。 

 

構成ユニット 

ﾕﾆｯﾄ番号 ユニット名 授業形態

０１ 各診療科における診療の補助 I 講義・実習

０２ 各診療科における診療の補助 II 実習

０３ 各診療科における診療の補助 III 実習・SGD・発表

 

モジュールの単位判定 

 モジュールの単位を取得するためには、当該モジュール内の全てのユニットに合格していなければならない。な

お、ユニットの合格判定およびモジュールの単位判定に際しては、出席日数、提出レポート内容、及び平常学習態

度等が評価に加味される。また、複数学年にまたがるモジュールについては、歯学カリキュラム単位取得及び進級

判定基準総則に示す基準を併せて満たしていなければならない。 
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１１ 臨床体験実習１ 

ユニット情報 

ユニット名 各診療科における診療の補助 I 

ユニット責任者 新田 浩 

ユニット番号 ０１ 

開設時期 ３年 前期 

ユニットコマ数       

（授業コマ数＋試験コマ数） 
18＋０ 

授業形態 講義・実習 

 

学習目標（GIO）： 

将来の歯科医師としての自覚を高めるために、各診療科の現場を体験することを通じて基礎科目と臨床科目の関連性

を理解し、歯科医療に必要な基本的な態度、技能、知識を身につける。  

 

到達目標（SBOｓ）： 

１） 患者さんに自己紹介、挨拶をする。 

２） 患者さんを安全に誘導する。 

３） 患者さんの問題点に配慮する。 

４） 指導教員、D6 学生および同級生と良好なコミュニケーションをとる。 

５） 各診療室で基本的な診療補助をする。 

６） 清潔・不潔に配慮した行動をする。 

７） 安全に配慮した行動をする。 

８） コデンタルスタッフの業務を補助あるいは体験する。 

９） 基礎科目と臨床科目の関連性を例を挙げて説明する。 

１０）歯科臨床の現場を体験し、今後の学習の方向性を見出す。 

 

授業計画 

年 月 日 題目 ｺﾏ 担当者 場所 方法 関連 SBOｓ

24 4 13 オリエンテーション 3
新田 浩 

俣木志朗
第２講義室 講義・実習 1-10 

 4 20 各診療科での診療の補助・相互実習 3 新田 浩 
各診療科外来 

第１総合診療室２ 
実習 1-10 

 4 28 各診療科での診療の補助・相互実習 3 新田 浩 
各診療科外来 

第１総合診療室２ 
実習 1-10 

 5 11 各診療科での診療の補助 3 新田 浩 各診療科外来 実習 1-10 

 5 18 各診療科での診療の補助 3 新田 浩 各診療科外来 実習 1-10 

 5 25 各診療科での診療の補助 3 新田 浩 各診療科外来 実習 1-10 

 

評価方法： 

１）毎回の指導教員による観察記録（形成的評価）  

２）毎回の実習記録（形成的評価） 

 

ユニット試験について： 

・本ユニットでは試験を行わないが、全授業時間数のうち、４分の３以上出席していなければならない。 

・必要な出席数を満たさない学生はユニット未履修とし、次年度に当該ユニットを再履修しなければならない。 

 

 

備考： 

※臨床体験実習２の前段階として、各診療科、第１総合診療室、第２総合診療室で診療補助を中心とした実習を行う。
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１１ 臨床体験実習１ 

D3 ではまだ臨床科目の知識が習得されていな いため、患者接遇、診療補助を通して基本的態度を身につけるとともに、

基礎科目と臨床の関連性を認識することが中心となる。 

毎回の指導教員による評価、自己評価、実習記録の提出を持って出席とする。 

欠席する場合は各自で実習する診療科の指導責任者に連絡する。 

 

※ 統括責任者は歯科医療行動科学分野の新田 浩准教授が担当する。 

担当教員の Office Hour： 

新田 浩 准教授 月・水 16:30-18:00 nitta.behd@tmd.ac.jp 

 

ユニット情報 

ユニット名 各診療科における診療の補助 II 

ユニット責任者 新田 浩 

ユニット番号 ０２ 

開設時期 ３年 後期 

ユニットコマ数        

（授業コマ数＋試験コマ数） 
２4+０ 

授業形態 実習 

 

学習目標（GIO）： 

将来の歯科医師としての自覚を高めるために、各診療科の現場を体験することを通じて基礎科目と臨床科目の関連性

を理解し、歯科医療に必要な基本的な態度、技能、知識を身につける。 

 

到達目標（SBOｓ）： 

１） 患者さんに自己紹介、挨拶をする。 

２） 患者さんを安全に誘導する。 

３） 患者さんの問題点に配慮する。 

４） 指導教員、D6 学生および同級生と良好なコミュニケーションをとる。 

５） 各診療室で基本的な診療補助をする。 

６） 清潔・不潔に配慮した行動をする。 

７） 安全に配慮した行動をする。 

８） コデンタルスタッフの業務を補助あるいは体験する。 

９） 基礎科目と臨床科目の関連性を例を挙げて説明する。 

１０）歯科臨床の現場を体験し、今後の学習の方向性を見出す。 

 

授業計画  

年 月 日 題 目 ｺﾏ 担当者 場所 方法 関連 SBOｓ

24 10 4 各診療科での診療の補助 3 新田 浩 各診療科外来 実 習 1-10  

  11 各診療科での診療の補助 3 新田 浩 各診療科外来 実 習 1-10  

  18 各診療科での診療の補助 2 新田 浩 各診療科外来 実 習 1-10  

  25 各診療科での診療の補助 2 新田 浩 各診療科外来 実 習 1-10  

 11 1 各診療科での診療の補助 2 新田 浩 各診療科外来 実 習 1-10  

  8 各診療科での診療の補助 2 新田 浩 各診療科外来 実 習 1-10  

  15 各診療科での診療の補助 2 新田 浩 各診療科外来 実 習 1-10  

  22 各診療科での診療の補助 2 新田 浩 各診療科外来  1-10

  29 各診療科での診療の補助 

実 習

実 習新田 浩 各診療科外来 1-102
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 12 6 各診療科での診療の補助 2 新田 浩 各診療科外来 実習 1-10 

  13 各診療科での診療の補助 2 新田 浩 各診療科外来 実習 1-10 

 

評価方法： 

１）毎回の指導教員による観察記録（形成的評価）  

２）毎回の実習記録（形成的評価） 

 

ユニット試験の受験資格： 

・本ユニットでは試験を行わないが、全授業時間数のうち、４分の３以上出席していなければならない。 

・必要な出席数を満たさない学生はユニット未履修とし、次年度に当該ユニットを再履修しなければならない。 

 

備考： 

※臨床体験実習２の前段階として、各診療科、第１総合診療室、第２総合診療室で診療補助を中心とした実習を行う。

D3 ではまだ臨床科目の知識が習得されていないため、患者接遇、診療補助を通して基本的態度を身につけるとと

もに、基礎科目と臨床の関連性を認識することが中心となる。 

毎回の指導教員による評価、自己評価、実習記録の提出を持って出席とする。 

欠席する場合は各自で実習する診療科の指導責任者に連絡する。 

※ 統括責任者は歯科医療行動科学分野の新田 浩准教授が担当する。 

 

担当教員の Office Hour： 

新田 浩 准教授 月・水 16:30-18:00 nitta.behd@tmd.ac.jp 

 

ユニット情報 
ユニット名 各診療科における診療の補助Ⅲ 

ユニット責任者 新田 浩 

ユニット番号 ０３ 

開設時期 ３年 後期 

ユニットコマ数        

（授業コマ数＋試験コマ数） 
１0＋０ （必要自習時間３時間） 

授業形態 実習・SGD・発表 
 

学習目標（GIO）： 

将来の歯科医師としての自覚を高めるために、各診療科の現場を体験することを通じて基礎科目と臨床科目の関連性

を理解し、歯科医療に必要な基本的な態度、技能、知識を身につける。 

 

到達目標（SBOｓ）： 

１） 患者さんに自己紹介、挨拶をする。 

２） 患者さんを安全に誘導する。 

３） 患者さんの問題点に配慮する。 

４） 指導教員、D6 学生および同級生と良好なコミュニケーションをとる。 

５） 各診療室で基本的な診療補助をする。 

６） 清潔・不潔に配慮した行動をする。 

７） 安全に配慮した行動をする。 

８） コデンタルスタッフの業務を補助あるいは体験する。 

９） 基礎科目と臨床科目の関連性を例を挙げて説明する。 

１０）歯科臨床の現場を体験し、今後の学習の方向性を見出す。 

 

授業計画  

年 月 日 題目 ｺﾏ 担当者 場所 方法 関連 SBOｓ

25 1 10 各診療科での診療の補助 2 新田 浩 各診療科外来 実 習 1-10 

  17 各診療科での診療の補助 2 新田 浩 各診療科外来 実 習 1-10 
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  24 各診療科での診療の補助 2 新田 浩 各診療科外来 実習  1-10 

 2 7 Small group discussion (SGD) 2
新田 浩 

俣木志朗 
第４講義室 SGD 1-10 

  14 SGD 発表・レポート提出 2
新田 浩 

俣木志朗 
第２講義室 発表 1-10  

 

評価方法： 

１）毎回の指導教員による観察記録（形成的評価）  

２）毎回の実習記録（形成的評価） 

３）実習記録、実習態度、SGD の発表、レポートによる総括的評価 

 

ユニット試験の受験資格： 

・本ユニットでは試験を行わないが、全授業時間数のうち、４分の３以上出席していなければならない。 

・必要な出席数を満たさない学生、レポートを提出しない学生はユニット未履修とし、次年度に当該ユニットを再履修しな

ければならない。 

 

備考： 

※ 臨床体験実習２の前段階として、各診療科、第１総合診療室、第２総合診療室で診療補助を中心とした実習を行う。

D3 ではまだ臨床科目の知識が習得されていないため、患者接遇、診療補助を通して基本的態度を身につけるとと

もに、基礎科目と臨床の関連性を認識することが中心となる。 

毎回の指導教員による評価、自己評価、実習記録の提出を持って出席とする。 

欠席する場合は各自で実習する診療科の指導責任者に連絡する。 

 

※ 統括責任者は歯科医療行動科学分野の新田 浩准教授が担当する。 

 

担当教員の Office Hour： 

新田 浩 准教授 月・水 16:30-18:00 nitta.behd@tmd.ac.jp 
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